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史
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禺
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検
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か
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の
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発

(中

)

中

島

敏

夫

・
・
…

四

こ

き

つ
こ
う

中
国

に
お
け
る
疑
古
派
の
論
説
は
、

一
九
二
六
年
、
顧
頷
剛

(
一

八
九
三
～

一
九
八
〇
)

の
論
文

に
よ

っ
て
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
、

こ
の
論
説
に
よ
っ
て
中
国
全
学
界
、
引
い
て
は
中
国
社
会
全
体
、
さ

ら
に
は
あ
る
程
度
グ

ロ
ー
バ
ル
な
、
中
国
上
古
史
に
対
す
る
認
識
が

全
く

一
新
さ
れ
る
事
態
が
将
来

し
た
。
そ
の
経
過
は
上
篇
に
紹
介
し

た
。
そ

の
二
極
に
分
か
れ
た
認
識
は
今
日
ま
で
後
を
引
い
て
い
る
。

特
に
中
国
と
日
本

で
は
、
双
方
が
大
き
く
二
分
し
た
状
態
が
続

い
て

い
る
。
拙
論
中
篇
以
下
で
は
、
疑
古
派
を
代
表
し
、
そ
の
原
点
と
な

っ

た
顧
頷
剛

の
そ
の
論
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
論
旨
が
今
現
在

の
時
点

で
ど
こ
ま
で
有
効

で
あ
る
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
論
文

の
内
容

を
ま
ず
紹
介
す
る
。
関
連
論
文
は
以
下

で
あ

る
。

こ

し

ぺ
ん

『古
史
辮
』
第

一
冊
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
論

文
は
次

で
あ
る
。
冒
頭

の
数
字
は

『古
史
辮
』
中

で
付
与
さ
れ
た
番
号
。
論
文
名

・
筆
者
名

の
後
の

(

)
内

の
頁
は
原
本

『古
史
辮
』
第

一
冊
中

の
頁
。

㈲

「銭
玄
同
に
與
え
古
史
を
論
ず
る
書
」
顧
頷
剛

(五
九
-
六
六

頁
)

⑳

「顧
頷
剛
先
生
に
答
う
書
」
銭
玄
同

(六
七

-
八
二
頁
)

㈱

「顧
韻
剛
君

『銭
玄
同
先
生
に
與
え
古

史
を
論
ず
る
書
』
を
讃

え
ん
れ

い

ん
で
の
疑
問
」
劉
揆
黎

(八
ニ
ー
九
二
頁
)

り
　

㎝

「顧
頷
剛
先
生
の

『古
史
を
論
ず

る
書

』
を
讃

ん
だ
後

で
」
胡

き
ん
じ
ん

董
人

(九
ニ
ー
九
六
頁
)

㈹

「劉
胡
爾
先
生
に
答
う
書
」
顧
頷
剛

(九
六
-

一
〇
二
頁
)
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㈹

「國
學
を
研
究
す
る
に
先
ず
知
る
べ
き
事
」

二
-

1
O
五
頁
)

幽

「古
史
を
討
論

し
劉
胡

二
先
生

に
答
う
」

五

-

一
五
〇
頁
)

銭
玄
同

(
一
〇

顧
韻
剛

(
一
〇

㈱
は
㈲

に
対
す
る
銭
玄
同
の
返
書
。
劔
は
劉
披
黎

の
反
論
、
働
は

胡
童
人

の
反
論
。
㈲
と
㈱
は
顧
頷
剛
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
再
反
論
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
G㊦

(以
下
で
は

「前

=

と
略
称
す
る
)
と
幽

(
「前
二
」
と
略
称
)
に

つ
い
て
見

て
み
る
。
G⑤
と
㈹

の
両
論
を
区
別

す
る
必
要
が
な
い
場
合
は
両
論
を

「前
論
」
と
略
称
す
る
。
他

に
も

若
干
の
銭
玄
同
と
顧
頷
剛

の
論
が
載

る
が
、
主
要
に
は
こ
の
両
論
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
約
十
年
後

の

一
九
三
七
年
六
月

『古
史
辮
』

第
七
冊
下
篇

に
童
書
業

と
の
共
同
執
筆
の
次

の
論
文
が
発
表
さ
れ
る

(
「後
論
」
と
略
称
す
る
。

「前
論
」
「後
論
」
を
区
別
す
る
必
要
が
な

い
場
合

は
全
部
を

「顧

(氏
)
論
」
と
称
す
)
。

こ
ん

う

⑬ゆ

「鯨
禺

の
傳
説
」

九
五
頁
)

顧
韻
剛
・童
書
業
共
同
執
筆

(
一
四
ニ
ー

一

こ
の

「後
論
」
で
は

「前
論
」

の
立
場
が
基
本
的

に
踏
襲
さ
れ
る

と
共
に
若
干

の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外

に
も
関
連
し
た

論
文
は
数
多

い
が
、
以
下
、
こ
れ
ら
論
文
に
焦
点
を
し
ぼ

っ
て
検
討

す
る
。

で
き
る
限
り
既
成
観
念

に
よ
ら
ず
、

に
そ
っ
て
紹
介
し
た
い
。

客
観
的
に
論
文
の
内
容

「前

=

論
で
は
、
清
朝

の
崔
述
ら
疑
古
派

の
業
績
を
高
く
評
価
す

る

一
方
、
ま
だ
そ
の
疑
古
が
不
十
分
で
、
そ

の
疑
古
を
徹
底
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
崔
述
が
経
書
を
基
準
に
し
て

信
史

(真

の
歴
史
)
か
否
か
の
判
断
を
し
て

い
る
こ
と
に
異
を
唱
え
、

経
書
も
、
後
の

「傳

(伝
)
」
(経
書

で
経
文
に
施
さ
れ
た
注
釈
。
(

)

内
は
以
下
も

「

」
に
よ
る
原
文
引
用
以
外

は
原
則
と
し
て
中
島

の

付
記
)
と
同
様
に
、
前

の
史
に
対
し
て
は
、
そ
の

「傳
」
(注
釈
)
の

役
割
を
担
う
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
。
戦
国
時
代

の
諸
子
が
自
ら

の
主
張

の
た
め
に
古
人
を
装

っ
て
発
言
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
国

を
潮
る
孔
門

(孔
子
と
門
下
)

の
人

の
話
も
古
人
を
装
う
も
の
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
と
言
う
。
次

い
で
、

顧
韻
剛

の
基
本
的
な
観

点

つ
ま
り

「時
代
が
下
が
れ
ば
下
が
る
程
、

そ
こ
で
述

べ
ら
れ
て
い

る
伝
説
中

の
人
物

は
歴
史
的

に
古

い
人
物
と
な
る
」
と
す
る
い
わ
ゆ

る

〈累
層
的
古
史
観
〉
(
「累
層
地
造
成
的
古
史
」)
、
あ
る
い
は

〈古

代
累
層
加
上
説
〉
と
も
い
う
、
が
述

べ
ら
れ

る
。
「薪
を
積
む
が
如
き

き

ゅ
う
あ
ん

の
み
、
後
に
來

る
者

上
に
居
る
」
で
あ
る

(『史
記
』
汲

賠

傳
の

語
)。
具
体
的
に
は
、
春
秋
初
年
、
最
古

の
も

の
は
禺

で
あ

っ
た
。
後
、

尭

・
舜
が
そ
の
前

に
設
定
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
国
か
ら
西
漢
に
か
け
て

多
く
の
偽
史
が
作
り
出
さ
れ
て
、
尭

・
舜

の
前
に
多
く
の
帝
王
が
加

え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
秦

の
婁
公

(在
位
、
前
四
二
四
～
前

四

一
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四
。
(

)
内
の
年
代
は
以
下
も
引
用
者
中
島
の
付
記
)
の
時
、
黄
帝

が
祭
ら

れ
、
方
士
が
出
て
、
発

・
舜
の
前
に
黄
帝
が
設
定
さ
れ
た
。

け
い

じ

で
ん

許
行
が
出

て
、
黄
帝

の
前
に
神
農
が
立

て
ら
れ
た
。
易

の

「繋
欝
傳
」

ほ

う
ぎ

ふ

っ

き

が
出

て
、
神
農
の
前
に
庖
犠
氏

(伏
犠
氏
)
が
立
て
ら
れ
た
。
さ
ら

に
は
李

斯
が
出
て
、
庖
犠
氏

の
前

に
天
皇

・
地
皇

・
泰
皇
が
立
て
ら

せ
い
ほ
ん

れ
た
。

『
世
本
』
が
出
て
、
す

べ
て
が
黄
帝

の
子
孫
と
い
う

こ
と
に

な

っ
た
。
『春
秋
命
歴
序
』
で
、
天
地
の
開
關
か
ら
春
秋
末
ま
で
、
天

皇
十

二
人
、
二
百
二
十
六
万
年

に
な

っ
た
。
漢
代
に
は
苗
族
と
交
流

が
で
き
、
苗
族
の
始
祖

の
盤
古

が
天
地
開
關

の
人
に
な
っ
た
。

結
局
、
古
代
の
文
献
で
証
拠

と
し
て
徴
し
得
る
も

の
は
な
く
、
信

史
が
ど

う
か
実
際
に
は
証
明
で
き
な
い
、
た
だ
我
々
に
可
能
な
こ
と

は
、
伝
説

の
、
時
代
ご
と
の
経
歴
を
見
て
い
く
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

時
代
を
追

っ
て
文
献
ご
と
に
、
そ
の
内
容
に
よ

っ
て
の
史

の
記
述
が

必
要
で
あ
り
、
自
分
と
し
て
は
そ
れ
を
書
き
た
い
と
述

ぺ
て
い
る
。

「前

=

論
は
、
禺
に
関
す
る
本
論
に
入
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
述

べ
る
。
西
周

か
ら
春
秋
初
ま
で
の
当
時

の
人
達
は
、
悠
久
な
古

い
時
代
に

対
す
る
推
測
は
持

っ
て
い
な
く
、
周
族
の
始
祖
以
外
に
共
通
の
族

の

始
祖

の
意
識
は
な
か

っ
た
が
、
た
だ
、
か
れ
ら
自
身

の
始
祖
以
外
に

禺
と
い
う
も
の
だ
け
は
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
『詩
経
』
商
頒
・

長
獲
に

「洪
水
芒
芒
と
し
て
、
禺
、
下
土

の
方
を
敷
く
、
…
…
帝
は

子
を
立

て
商
を
生
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。

こ
れ
は
禺
に
つ

い
て
の
最
も
古
い
記
録

で
あ
る
。

こ
れ
は

「商

(殿
)
の
国
家
は
上

帝

(天
上

の
帝
)
が
建

て
た
」
こ
と
を
言
う
も

の
で
あ
り
、
そ
の
上

帝
が
禺
に
命
じ
て
洪
水
に
対
し
土
を
敷
か
せ
、
そ
の
禺
が
開

い
た
地

に
商

(股
)
を
建
て
た
こ
と
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
禺
は

上
帝
が
派
遣
し
降
り
て
き
た
天
神

で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
西
周
半
ば

に
商
の
末
喬
が
建
て
た
宋
国
の
人
が
自
分
た

ち
の
祖
先
を
祭

っ
た
祭

祀
の
歌
で
あ
る
。
禺
は
商
人
に
と

っ
て
は
天
神
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
、

ひ
き
ゅ
う

周
族
に
と

っ
て
は
、
魯
頒

・
聞
宮

の
詩

(春
秋
期
の
詩
)
で
は

「是

か
し
ょ
う

れ
后
稜
を
生
み
、
…
…
民
を
偉

(し
)
て
稼
稻
せ
し
め
…
…
下
土
を

え
ん
ゆ
う

の

奄
有

(広
く
占
有
)
し
、
禺
之
緒

(
い
と
ぐ

ち
)
を
績

(
つ
)
ぐ
」

と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
周
族

の
始
祖
后
稜
が
稼
稿

(穀
物

の
栽
培
)

を
始
め
、
下
方

の
土
地
を
全
て
有
し
、
禺
の
始
め
た
後
を
継

い
だ
と

き

詠
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
魯
頒

・
悶
宮
詩
が
詠
ま
れ
た
春
秋
の
僖
公

(在
位
、
前
六
五
九
～
前
六
二
六
)
の
時

に
は
、
禺
は
す
で
に
人
王
に

転
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

「前

=

論

は
、
『論
語
』
は
信
用
性
あ
る
文
献
だ
と
認
め
る
。
禺

以
前

の
人
物
と
さ
れ
る
尭
・舜
は

『論
語
』
以
前
に
は
存
在
し
な
か

っ

た
と
し
、
そ
れ
が

『論
語
』

に
お
い
て
禺

の
前
に
尭

・
舜
が
存
在
す

る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
と
す
る
。
さ
ら
に

『論
語
』

の
後
に
孟
子

・

こ
う

よ
う
ぽ

墨
子

の

く輝
譲
説
V
が
出
て
き
て
、
『尚
書
』
中

の

「尭
典
」
「皐
陶
護
」

「禺
貢
」

の
篇
が
で
き
上
が

っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
篇

に
よ
っ
て
、

尭
と
舜

の
間
に
父
婿

の
関
係
、
舜
と
禺

の
間

に
君
臣
関
係
が
で
き
あ

ぎ

ょ
う
え

つ

が

っ
た

、

と

し

て

い
る

。

『
論

語

』

の

「
尭

日

篇

」

に

は
尭

・
舜

・

16g-一 歴史 と神話 への視座(中)



禺

の
三
人
が
出
る
が
、

こ
の

「尭
日
篇
」
は
後
人
の
続
作
に
な
る
も

の
で
あ

っ
て
、
『論
語
』
そ
の
も
の
と

は
区
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
要

す
る
に
、
『尚
書
』
中

の

「尭
典
」
は
信
じ
る
に
足
り
ず
、
『論

語
』
よ
り

「尭
典
」

の
方
が
後

の
作
で
あ
る
と
の
結
論
の
上
に
そ
の

論
を
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
以
上
が

「前

=

論

の
内
容
で
あ
る
。

こ
ん

d

禺
の
父
は
縣

で
あ
る
と
の
伝
承
が
あ

る
が
、
も
と
も
と
禺
は

縣
と
関
係
の
な
い
存
在
で
あ
る
。

e

禺
は
、
尭

・
舜

の
後
を
継

い
だ
人
物

と
さ
れ
る
が
、
も
と
も

と
尭

・
舜
の
臣
下

で
は
な
く
、
後
に
な

っ
て
臣
下
と
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
も

の
で
あ
る
。

匹70

 

「前
一
こ

論
は
、
論
を
さ
ら
に
詳
細

に
展
開
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に

こ
の
十
年
後
に
、
「後
論
」
に
お
い
て
、
そ
の
間

の
人
々
の
反
論
に
答

え
る
意
味
合
い
か
ら
も
内
容
上
の
修
訂
を
加
え
、
よ
り
充
実
さ
せ
た

形
と
し

て
結
論
的
な
意
見
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

「後
論
」

で

は
若
干

の
修
訂
部
分
を
加
え
て
は

い
る
が
、
基
本
的
な
観
点
で
の
変

更
は
な

い
。
以
下
に
、

こ
の

「前
二
」
論
と

「後
論
」

に
つ
い
て
、

内
容
を
か
い
つ
ま
ん

で
紹
介
す
る
。
紙
幅

の
都
合
上
か
ら
、
禺

の
天

神
性
に
重
点
を
お
き
、
他

の
点
に
つ
い
て
は
簡
単
な
紹
介
に
止
ど
め

る
。

こ
こ
で
出
さ
れ
た
結
論
は
次
の
諸
点

で
あ
る
。

禺
が
歴
史
的
な
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、
も
と
も
と
は
天
神
で
あ
っ

た
と
す
る
そ
の
根
拠
は
次

の
点
に
あ
る
。

禺

に
関
す
る
最
も
古

い
文
献
資
料
は

『詩
脛
』

『尚
書
』
で
あ
り
、

次

の
よ
う
に
出
る
。
(顧
韻
剛
論
文
に
は
資
料
原
文

の
み
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
拙
論
が
必
ず
し
も
専
門
家
だ
け
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
資
料
原
文
は
必
要
な
場
合

の
み
引
用
す
る

に
止
め
、
普
通
は
、
原
文
は
引
用
し
な
い
で
、
訓
読

に
若
干

の
解
釈

を
施
す
か
、
も
し
く
は
訳
文
を
掲
げ
た
。
特

に

『尚
書
』
は
難
解
で
、

語
意

に
も
多
解
あ
る
が
、

一
解
と
顧
氏

の
解

を
示
す
に
止
め
た
。)

a

禺
は
も
と
も
と
天
神

で
あ
り
、
実
在

の
人
物

で
は
な
か

っ
た
。

b

禺
は
本
来
、夏

王
朝
と
は
関
係
の
な
い
独
立
し
た
存
在
で
あ
っ

た
。

か
い
け
い

せ
っ
こ
う

c

禺

の
来
源
は
、
南
方
、
特
に
越

(會
稽
H
現
、
漸
江
省
紹
興

市
)

の
地

の
神

で
あ
っ
た

(「前

二
」
論
)。
後
、

「後
論
」
で
、

せ
い
じ
ゅ
う

こ
の
点
は
修
正

さ
れ
、
西

戎

(西
方
の
異
民
族

「戎
」
族
)
の

神

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

『詩
纒
』
(

)
内

は
全
て
引
用
者
中
島

の
追
加
付
記
。
以
下
同
。

し
ん

こ

こ
れ

で
ん

小
雅

・
信
南
山
:
信
た
り

彼
の
南
山
、
維
れ
禺

之
を
旬
す

(
「信
」
は

「ま
こ
と
で
あ
る
」
。
南
山

は
終
南
山
。
陳
西
省
西

安
市
南
方

の
山
。
「旬
」
に
つ
い
て
は
後
述
。
普
通
は

「郊
外

の
田
」

「(領
地
を
)
治
め
る
」
意
と
解
さ
れ
る
語
)

ぶ
ん
の
う
ゆ
う
せ
い

ほ
う
す
い

こ

せ
き

大
雅

・
文
王
有
聲

:
豊
水

東

に
注
ぐ
、
維
れ
禺

の
績
な
り

こ
う
け
い

(豊

水

は

、

周

の
都

、
鏑

京

11
陳

西

省

西

安

市

11
西

郊

の
川

、



い
す

い

せ
き

北

の
滑
水
に
注
ぐ
。

「績
」
は
業
績
。
「跡
」
に
通
ず
)

か
ん
え
き

え
き
え
き

り
ょ
う

こ

こ
れ

で
ん

大
雅

・
韓
変
:
変
変
た
る
梁

山
、
維
れ
禺

之
を
旬
す

(「変
変
」
は
大
き
な
様

子
。
梁
山
は
陳
西
省
韓
城
県
の
山
)

ろ
し
ょ
う

ひ
き
ゅ
う

こ
う
し
よ
く

し
ょ

つ

魯
頒

・
閾
宮

:
是
れ
后

穫
を
生
む
…
…
禺

の
緒
を
績
ぐ

(后
稜
は
周
の
始
祖
。
緒
11
「
い
と
ぐ
ち
」
、
業
績
を
糸

に
見
立

て
、
そ
の
糸
口
を
引
き

つ
ぐ
。
績
ぐ
11
継
ぐ
、
継
承
す
る
)

ち
ょ
う
は
つ

ぼ
う
ぼ
う

か

ど

ほ
う

魯

頒

・
長

畿

:
洪
水
　
把
た
り
、
禺

下
土
の
方
を
敷
く

(
「洪
水
は
　

々
と
果

て
な
く
広
が
り
、
禺

は
下
に
土
地

の

『方
』
を
布
き
拡
げ
た
。
」
「方
」
は

一
定

の
四
方
形
を
な
す
土

地
。

こ
れ
が
後
に

「邦
」
に
転
化
す
る
。
)

き
み

し
ょ

商

頒

・
股
武

:
天
命

辟
多
く
、
都
を
禺

の
緒
に

(干
)
設
く

へ
き
(辟

"
「き
み
」
、
君
、
諸
侯
。
「天
の
命
令

で
も

っ
て
多
く
の

諸
侯
は
、
禺
が
功
績
を
挙
げ
た
地
に
都

(国
)
を
設
け
た
」
)

『尚
書
』

「洪
範
」

:

『我
聞
在
昔
縣
陸
洪
水
、
泪
陳
其
五
行
。
帝
乃
震
怒
、
不
界
洪

範
九
疇
、
舞
倫
孜
教
。
縣
則
極
死
、
禺
乃
嗣
興
。
天
乃
錫
禺

洪
範
九
疇
、
舞
倫
故
叙
』。

す
な
わ

む

か

し

う
ず

(箕

子

乃

ち

言

う

)

『
我

聞

く

。

在

昔

、

縣

、

洪

水

を

陸

め

、

み
だ

の

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

其

の
五
行
を
泪
し
陳
ぶ
。
帝
乃
ち
震
え
怒
り
、
洪
範

九

疇
を

あ
た

い
り

ん

や
ぶ

と
こ
ろ

き
ょ
く

す
な
わ

界
え
ず
、
舞
倫
の
敬
る
仮
な
り
。
縣
則
ち
極

死
し
、
禺

乃
ち

つ

お
こ

す
な
わ

た
ま

嗣
ぎ

て
興
る
。
天

乃
ち
禺
に
洪
範
九
疇
を
錫
う
、
舞
倫

の

と

こ
ろ

叙
ぶ
る
孜
な
り
』
と
。

(箕
子
11
股
の
紺
王
の
お
じ
日
は
そ

こ
で
周
の
武
王
に
言

っ

た
。
)
『私
は

聞

い
て
い
る
。
「昔
、
縣
が
洪
水
を
埋
め
、
其

の
五
行

の
展
開
を
乱
し
た
。
帝
は
そ

こ
で
震
え
怒
り
、
〈洪
範

い

り

ん

九
疇
〉
を
与
え
ず
、
舞
倫

(大

い
な
る
倫

11
と
も
が
ら

の
理
)

は
破
れ
て
し
ま

っ
た
。
縣
は
処
刑
さ

れ
、
禺
が
そ
れ
を
嗣

い

で
興

っ
た
。
天
は
禺
に

〈洪
範
九
疇
〉
を
賜
り
、
そ
こ
で
鼻

倫
は
大
い
に
展
開
す
る
こ
と
と
な

っ
た
」
と
。
』

お
お

は
ん
ち
ゅ
う

(
〈洪
範
九
疇
〉
は
、
洪
い
な
る
規
範

で
、
九

つ
の
範

疇

(基

本
的
な
分
類
項
目
)
か
ら
な
る
。
中
国

の
伝
統
思
想

の
大
原

理
を
な
し
た
も
の
。
)

「立
政
」

・

其
克
詰
爾
戎
兵
、
以
陽
禺
之
　
、
方
行
天
下
、
至
干
海
表
、

岡
有
不
服
。

よ

な
ん
じ

じ
ゅ
う
へ
い

お
さ

其
れ
克
く
爾

が
戎

兵

(軍
服
と
兵
器
)
を
詰
め
よ

(治
め

あ
と

の
ぼ

ほ
う

よ
)、
以
て
禺

の
　

(足
跡

・
業
績

)
に
防
り

(登
り
)
、
方

(四
方
)
に
天
下

に
行
き
、
海
表

(干

)
に
至
り
、
服
せ
ざ
る

な

有
る
岡
し
。

「呂
刑
」

・

(皇
帝
清
問
下
民
、
鰹
寡
有
僻
干
苗
…
…
)
乃
命
三
后
、
仙
功

干
民
、
伯
夷
降
典
、
折
民
惟
刑
、
禺

平
水
土
、
主
名
山
水
、

稜
降
播
種
、
農
殖
嘉
穀
。
三
后
成
功
。

か
ん

か

び
ょ
う

じ

(皇
帝
、
下
民
に
清
問
す
。
鰹
寡

は
苗

に
群
有
り
…
…
)
乃
ち
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う
れ

三
后

に
命
じ
て
、
民
に
仙

い
功
を
ほ
ど
こ
し
、
伯
夷

典
を

降
し
て
刑
罰
を
定
め
、
民
を
折

る
は
惟
れ
刑

(刑
罰
を
も

っ

て
民
を
裁
い
た
)。
禺
、
水
土
を
平
ら
げ
、
名
あ
る
山
川
を
司

た
ね

こ

う

は

る
、
稜

種
を
降
播
し
て
、
嘉
穀
を
農
殖
せ
し
む
。
三
后
、

功
を
成
す
。

(「鰹
寡
」
は
、
妻
亡
き
者
と
夫
亡
き
者
。
彼
ら
に
は
苗
を
恨

む
言
葉
が
あ

っ
た
。
「苗
」
は
三
苗
、
現
在
の
苗
族

の
前
身
と

さ
れ
る
。
「上
帝
」

「皇
帝
」

の
二
語
が
こ
こ
に
出
、
「皇
帝
」

は
、

一
説

に
帝
舜
、

一
説
に
上
帝
と
取
る
。
顧
論
で
は
上
帝

と
取
る
。
「三
后
」
は
伯
夷

・
禺

・
稜

の
三
人
を
い
う
。

「后
」

は
族
長
、
諸
侯
。
「主
名
山
水
」
は
、
顧
論
は

「有
名
な
山
川

を
司
る
」
と
取

る
が
、
「山
川
を
名
つ
く
を
司
る
」
と
も
解
さ

れ
て
い
る
)

以
上

か
ら
し
て
、
周
代
の
人

の
禺

に
対
す
る
観
念
は
次

の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。

a

禺
が

「水
土

を
平
ら
ぐ
」

の
は
上
帝

の
命
令
に
よ
る
も
の
。

b

禺

の
足
　
は
た
い
へ
ん
広

い
。

で
ん

c

禺

の
功
績
は

「土
を
敷
く
」
「山
を
旬
す
」
「水
を
治
む

(治

水
)
」
で
あ
る
。

こ
う

か

た
ね

d

禺

は

「耕

稼

」

(耕

し

種

ま

く

)

の
王

で

あ

る

。

a
に

つ
い
て
。
洪
範
で
、
縣
を
極

(処
刑
)
し
た
の
は
天
、
禺
を

興
し
た
の
も
天

で
あ
る
。
ま
た
呂
刑
で

「皇
帝
」
は

「上
帝
」

で
あ

り
、
上
帝
が
三
后

(伯
夷
、
禺
、
稜
)
に
命

じ
た
も
の
で
あ
り
、
洪

範
の
治
水
と
相
侯

っ
て
、
そ
の
命
令
を
受
け
た
三
后

は
禺
を
含
め
天

神
で
あ
る
。

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
冒
頭

に
記
し
た
劉
揆
黎

の
劔

の

反
論
を
受
け
、
天

の
命
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
天
神

で

な
く
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
認
め
る

(例
え
ば
文
王
)
が
、
顧
氏
は
、

禺
の
場
合
は
地
位
が
他
と
は
独
立
し
て
い
る

こ
と
と
そ
の
話

の
広
が

り
の
広
さ
か
ら
し
て
天
神
で
あ

っ
て
始
め
て
成
り
立
ち
得
る
も
の
で

あ
る

(
「地
位
的
濁
立
、
神
話
的
普
遍
、
惟
有
天
神
緩
能
如
此
」
)
と

し
て
い
る
。

b
に

つ
い
て
は
、

こ
れ
だ
け
で
禺
が
天
神

か
人
王
か
を
決
定
づ
け

る
材
料
に
は
な
ら
な
い
の
で
、

こ
の
点
は
こ
こ
で
は
置

い
て
お
く
と

し
て
い
る
。

c
に
つ
い
て
は
、

こ
の
点
が
最
も
禺
が
天
神
性
を
有
す
る
根
拠
と

な
る
も
の
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。
禺
の
功
績

で
あ
る

「土

を
敷
く
」
「山
を
旬
す
」
に
つ
い
て
。

「土
」

は
い
か
に
敷
く
か
。
山

ふ

は
い
か
に

「旬
」
す
る
か
。
こ
の

「敷
」
は
、
従
来

の
解
釈
で
は

「州

を
分
け
る
」
ま
た
は

「賦
を
分
け
る
」

つ
ま

り
九
州

の
賦
役
を
分
配

ほ

ほ
う

す
る
と
解
す
る
が
、
こ
こ
で
の
用
法
は

「鋪
放
」
(広
げ
敷
く
)
の
意

で
、
長
畿

の

「洪
水
　
　
と
し
、
禺
、
下
土

の
方
を
敷
く
」
の

「敷
」

と
同
じ
。

こ
の
句
の
意
味
は

「荘
々
と
果
て
な
く
広
が
る
洪
水

の
中

で
、
禺
は
下
方
に
土
地
を
広
げ
た
」

の
意
味
。
楚
僻

「天
間
」
で
禺
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が

「洪
泉

極
深
、
何
以
寅
之
」
(洪
泉
極
め
て
深
し
、
何
を
以
て
之
に

お

し

て
ん

寅
か
ん
)
と
あ
る
。
「虞
」
は

「填
」
と
同

一
で
、
「塞
ぎ
置
く
」
意
。

意
味
は

「大

い
な
る
泉
は
深
く
、
ど
う
や

っ
て
土
を
そ
こ
に
入
れ
埋

め
る
か
」
の
意
味
で
あ
る
。

こ
う
い
う
行
為
は
人
に
は
不
可
能

で
あ

る
。
天
神

に
し
て
始
め
て
可
能

で
あ
る
。
山
を

「旬
」
す
る
も
同
様

で
あ

る
。

「旬
」
と
は
従
来

は

「治
」
と
同
じ
意
だ
と
さ
れ
て
い
る

が
、

こ
れ
は
禺
貢

の
影
響
を
受
け
て
の
も
の
で
根
拠

は
な
い
。
「陳

列
」

の

「陳
」

つ
ま
り

「陳
列
」
し

「並
べ
る
」
の
意

で
あ
る
。
土

地
を

「
鋪
放
」
(広
げ
敷
く
)
こ
と
で
あ
る
。
山
そ
の
も
の
を
そ
こ
に

並
べ
た

の
で
あ
る
。
次
に
、

「治
水
」

(水
を
治
む
)
は
後
人
に
よ

っ

て
付
加

さ
れ
た
も

の
で
、

こ
う
し
た
抽
象
的
な
こ
と
を
本
来
指
す
の

で
は
な

い
。
萬
が

「治
水
」
し
た
と
す
る
の
は
信
用
で
き
な
い
。
洪

範
に
い
う

の
は

「禺
が
上
帝

の
九
疇
を
手
に
入
れ
る
と
洪
水
も
自
然

に
治
ま

っ
た
」

こ
と
を
い
う
も

の
で
あ
る
。

し

な
ら

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
人
力

で
も

っ
て

「土
を
鋪
き
山
を
陳

べ
る
」

こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
顧
論
は
続
け
る
。
「敷
土
」
が

「九
州

し
た
が

を
分
画

す
る
」
、
「旬
山
」
が

「山

に
随

い
木
を
刊
る

(切
る
)
」
だ
と

し
て
も
、

こ
の
事
業
を
行
う
の
に
何
年
か
か
る
だ
ろ
う
か
。
『孟
子
』

に
よ
れ
ば
八
年
、
禺
貢
に
よ
れ
ば
十
三
年
。

一
体

い
か
な
る
人
力
で

も

っ
て
そ
れ
が
可
能
だ
と
い
う

の
か
。
ま
し
て
全
国

の
山
川
の
全
て

せ
ん
が
い
き
ょ
う

に
そ
う
す

る
と
な
る
と
人
力

で
で
き
る
技

で
は
な
い
。

『山

海
纒
』

に
も
と
づ
け
ば
、
禺
が
治
め
た
四
海
内
地
は
東
西
二
万
八
千
里
、
南

北

三
万
六
千
里

で
あ
る
。
『國
語
』
周
語
下

で

「高
き
を
高
き
と
し

ひ
く下
き
を
下
き
と
し
、
川
を
疎

(み
ち
)
び
き
滞
お
る
を
導
き
、
水
を

ほ
う
す
う

鍾
め

(あ

つ
め
)
物
を
豊
か
に
す
。
九
山
を
封
崇
し

(高
く
し
)
、
九

け
つ
ニ

つ

ひ
し
ょ
う

川
を
決
泪
す

(通
し
治
め
る
)
。
九
沢
を
肢
障

(堤

で
防
ぎ
)
し
、
九

そ
う

こ
つ
え

つ

藪

(
「藪
」
は
沼
沢
地
)
を
豊
殖
す
。
九
原

(
「原
」
は
高
原
)
を
泪
越

(通
し
揚
げ

る
)
し
、
九
険

(
「険
」
は
居
住

に
適
す
る
地
)
に
宅
居

し
、
四
海
を
合
通
す
」
は
人
力
で
も
っ
て
い
か
に
な
し
得
る
の
か
。

こ
う
よ

う
ぽ

し

さ
い

『尚
書
』
皐
陶
護
に
い
う

「予
、
四
載

(四
種

の
乗
り
物
)
に
乗
り
、

し
た
が

き

山

に
随

い
木

を

刊

り

(
切

り

)
、

…

…

予

、

九

川

を

決

し

、

四

海

に

み
ち
び

け
ん
か
い

し
ゅ
ん

し
ゅ
ん
せ
つ

距

(導
)
き
、
吠
漕

(大
小

の
渠
)
を
溶

(湊

喋
)
し
川
に
距
く

(導
く
)」
と
あ
る
。
神

で
な
け
れ
ば

こ
う

い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

以
上
か
ら
禺
は
間
違
い
な
く
天
神

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
顧

論

は
結
論
づ
け
る
。

し
か
し
こ
の
両
書

の
時
点
で
は
、
実
は
禺

は
夏
王
朝
と
は
何
等

の

関
係
を
有
す
る
も
の
で
は
ま
だ
な
か

っ
た
、
と
顧
論
は
述

べ
る
。
禺

と
夏
が
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
「前

=

論
に
よ
れ

て
い

か
な
え

ば
、
九
鼎

(夏

の
鼎
)
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
だ
と
す
る
。
『説
文
解

ち
ゅ
う

字

』

に

「禺

は
轟

な

り

」
、

「
内

」

(
ジ

ュ
ウ

、

「禺

」

字

の
下

部

分

)

ふ

は

「獣
足
、
地
を
躁
む
」
と
あ
り
、
ま
た
禺

の
父
と
伝
え
ら
れ
る

こ
ん
縣

は
、

『
説

文

』

に

「縣

、

魚

な

り

」

と

あ

り

、

『左

傳

』

中

に

尭

が

き
ょ
く

こ
う
ゆ
う

か

縣
を
極

(処
刑
)
し
た
後

「其

の
神
、
黄
熊

に
化
す
」
と
言
い
、
「黄べつ

熊
」
は

『國
語
』
で
は

「黄
能
」
に
作
り
、

「黄
能
」
は

「三
足
の
驚

と

か
げ

(す

っ
ぽ
ん
)」
で
あ
る
。
等
々
の
理
由
か
ら
、
禺
は
も
と
も
と
蜥
蜴
に
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ち
ゅ
う

類
す
る

「轟
」
(
囲
動
物
)
の
模
様

で
、
こ
の
鼎
に
刻
ま
れ
て
い
た
も

の
で
あ

る
た
め
、
そ
の
図
柄
が
伝
世
の
間

に
開
天
關
地
の
人
の
図
柄

と
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
だ
と
し
た
。
夏

の
鼎
か
ら
出

た
も
の
な

の
で
、
禺
は
、
後
に
夏

の
始
祖

に
な

っ
た
の
だ
、
と
主
張

す
る
。
顧
論

の
、
禺
と
夏
は
も
と
も
と
無
関
係
だ
っ
た
と
す
る
論
旨

は
以
後
も
変
わ
ら
な
い
。
た
だ

「前
二
」
論
で
は
論
拠
は
修
正
さ
れ

て
、
夏

時
代
に
青
銅
器

は
な
い
と
認
め
る
よ
う
に
な
る
た
め

(顧
氏

は
股
時
代
も
石
器
時
代

に
属
す
と
言
う
)、夏
鼎
か
ら
禺
が
出
た
の
論

は
修
正
し
、
禺
は
も
と
南
方
、
特

に
會
稽

の
地
か
ら
起

こ
っ
た
神
で

あ
り
、
そ
れ
が
周
に
伝
わ

っ
た
と
し
た
。
「後
論
」
で
は
さ
ら
に
禺
は

西
戎

の
地
に
そ
の
起
源

が
あ
る
と
修
正
さ
れ
る
の
だ
が
、
「前
二
」
論

で
は
禺

南
方
起
源
説

の
根
拠
と
し
て
次

の
九
点
を
挙
げ
る
。

ω

『楚
僻
』
天
間
中
に
縣
・禺

の
神
話
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
。
(楚

は
湖
北
省

・
湖
南
省
を
中
心
と
し
た
地
)

②

越
国
で
は
自
ら
を
禺

の
後
喬
と
自
認
し
禺
を
祭

っ
て
い
る
こ

と
。
(越
は
會
稽

11
現
、
漸
江
省
紹
興
市
を
都
と
す
る
)

⑧

禺
は
塗
山

(安
徽
省
)
に
諸
侯
を
集
め
、
塗
山
氏
か
ら
妻
を

嬰

っ
て
い
る
こ
と
。

働

禺
が
會
稽
に
諸
侯
を
集
め
た
こ
と
。

㈲

會
稽
に
は
禺
廟

が
あ
る
こ
と
。

た
い
ざ

ん

㈲

『漢
書
』
郊
祀
志
等

に
言
う
封
禅

の
地
が
多
く
は
泰
山

(山
東

省
)
で
あ
る
の
に
、
萬
の
み
が
會
稽
で
封
禅
を
行

っ
て
い
る
こ
と
。

ω

古
代
、
中
原

の
人
は
四
方

の
異
民
を
蔑
視
し
て
獣
視
、
南
方

人
に
対
し
て
は

「蟹
」

つ
ま
り

「虫
」

「轟
」

(「虫
」

「轟
」
は

「む
し
」
で
は
な
く

「ち

ゅ
う
」
動
物

一
般
を
言
う
)
の

一
種
だ

と
見
な
し
て
い
る
こ
と

(「蟹
」
字
に
は
虫
偏
が

つ
く
)
。

㈹

「楚
」

「荊
」

は
未
開

の
地

で
あ

る
こ
と
を
示
し

(
「荊
」
は

「楚
」
の
異
名
。
「楚
」

「荊
」
共
に
い
ば
ら

・
雑
木

の
意
)
、
そ

す

い
ろ
う

の
地
は
東
南
の
地
で
水
涼

(溜
ま
り
水
)

の
帰
し
集
ま
る
地
で

あ

っ
て
、
そ
の
た
め
南
方

の
民
族
で
は
治
水
の
必
要

に
逼
ら
れ
、

禺
な
る
神
が
醸
成
さ
れ
た
。

㈲

『詩
経
』
最
初
期

の
周
頒
に
は

「禺
」
は
出
な
い
。
禺
が
出
る

「文
王
有
聲
」
「韓
突
」
の
大
雅
は
西
周
後
期

の
作
で
あ
る
。
『尚

ば
く
お
う

書
』
で
は
禺
は

「呂
刑
」
に
始
め
て
出

る
が
、
こ
れ
は
穆
王

(第

　
　
　

五
代
王
、
在
位
前
九
七
六
～
前
九
二
二
)

の
時

の
作
で
あ
る
。

中
原

の
周
が
南
方
と
関
係

の
生
じ
た

の
は
昭
王

(第
四
代
王
、

在
位
前
九
九
五
～
前
九
七
七
)
時
で
あ
り
、
穆
王
以
後
、
次
第

に
関
係
が
強
く
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
西
周
初
期

の
周

頒
に
は
禺
は
出
な
い
で
、
西
周
後
期
に
な

っ
て
禺

の
伝
説
も
中

原
に
伝
わ
り
、
「呂
刑
」
に
禺
が
出
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
て

「前
二
」
論
は
次
の
結
論
を
出
す
。
商

・
周
の

間
に
南
方

で
は

「水
土
を
平
ら
ぐ
」
必
要
か
ら
禺
の
伝
説

が
醸
し
出

さ
れ
た
。
そ
の
中
心
は
越

(會
稽
)
で
あ
る
。
越
人
は
禺
を
奉
じ
て

祖
先
と
し
た
。
越
か
ら
塗
山
↓
楚
↓
中
原
に
と
伝
わ

っ
た
。
流
播

の
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地
域
は
広

く
、
そ
の
た
め
禺

の

「水
土
を
平
ら
ぐ
」
地
も
広
い
。
そ

こ
か
ら
、
土
地

は
禺
が
鋪
填
し
た
も
の
、
山
川
は
禺
が
陳
列
し
た
も

の
と
説
か

れ
、
禺
を

「地
王
」

と
す
る
観
念
が
生
じ
た
。
周
で
は
穆

王
以
後

に
禺

の
名
は

『詩
経
』
『尚
書
』
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
后
土

の
祭
祀

「社
」
が
設
定
さ
れ
、

周
族
の
始
祖
后
稜
と
対
等

の
地
位
を

得
た
。

こ
う
し
た
天
神
が
い
か
な
る
経
過
で
も

っ
て
人
王
に
転
化
し
た
か
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
d
点
萬

の

「耕
稼
」

の
王
に
関
わ

っ
て
き
、

「禺
稜
」

(禺
と
稜
)
、
「社
稜
」
(社
と
稜
)
と
連
称
さ
れ
る
こ
と
を
通

じ
て
転
化

す
る

(中
島
付
記

"
「稜
」
は
穀
物

の
ア
ワ

・
キ
ビ
。

「后

稜
」
は
古
代

の
穀
物
を
管
理
す
る
官
名
で
あ
る
と
同
時
に
周
の
始
祖

の
固
有
名
詞

で
も
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に

「稜
」

は
穀
物
神
を
ま

つ
る

〈や
し
ろ
〉
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
多
義
が
絡
み
合
う
語
で
あ
る
。

「社
」
は
土
地
神
を
祭
る

〈や
し
ろ
〉
。
「社
稜
」
は
、
土
地
神

(社
)

と
穀
物
神

(稜
)
を
ま

つ
る

〈
や
し
ろ
〉
で
あ
る
。
国
に
は
皆
そ
れ

ぞ
れ

「社

稜
」
が
あ
り
、
こ
の
語
は
国
家

の
代
名
詞
に
も
な
る
)
と

し
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

萬

は
西

周
中
期

に
山
川
の
神

で
あ

っ
た
。
後

に
社

(そ
の
土
地
の

土
地
神

を
祭
る
や
し
ろ
)
の
祭
り
が
で
き
て
、
禺

は
社
神
と
な

っ
た
。

禺

は

一
方

で
は

「地
を
鋪
き
、
山
川
を
陳
列
し
、
洪
水
を
治
め
」
て
、

治
水
の
功

績
を
挙
げ
た
が
、
他
方
で
は
、
さ
ら
に
土
地
造
成
は
同
時

こ
う
き
よ
く

に
農
業
上

の
功
績
が
あ
る
と
し
て
、
↓

「溝

油

(用
水
路
)
を
治
め
、

耕
稼
を
事
と
す
」
↓

「禺
の
耕
稼
は
后
稜

(周

の
始
祖
)
に
先
ん
ず

る
」

の
観
念
誕
生
↓
「后
稜
が
禺

の
緒
を
績
ぐ
」
(魯
頒
・閾
宮
)
の
観
念
が

誕
生
。
当
時

は
神
と
人
の
境
界
は
定
か
で
は
な
く
、
神

の
禺
と
周
族

の
始
祖
后
稜

は
次
第
に
混
同
し
併
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
↓
最
後
に

禺

の
伝
説
は
人
化
し
て
人
王
と
な
り
、神
話
の
領
域
か
ら
離
脱
し
た
。

以
上
が

「前

二
」
論
の
論
旨
で
あ
る
。
顧
韻
剛
は
以
上
を
次

の
よ

う
に
ま
と
め
て
い
る
。
「私
は
、
こ
の
章

の
総
括
と
し
て
、
大
胆
に
こ

う
言
え
る
だ
ろ
う
。
禺
は
西
周
中
期
に
起

こ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
尭
・

舜

は
春
秋
後
期
に
起

こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
も
と
も
と
何

の

関
係
も
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
関

係
は
禅
譲
説

の
上
に
起

こ
っ
た
。
禅
譲
説
は
戦
国

の
学
者
が
時
勢

の
刺
激
を
受
け
て
、
想
像

中
に
構
成
し
上
げ
た

ユ
ー
ト
ピ
ア
に
過
ぎ
な

い
」。

さ
ら
に
上
で
示
し
た
四
つ
の
問
題
点
、①
禺

は
天
神
か
否
か
?
、
②

禺
と
夏
は
関
係
が
あ

っ
た
か
否
か
?
、
③
禺

の
来
源
は
何
処
に
あ
る

か
?
、
④
発

・
舜

・
禺
の
関
係
は
い
か
に
で
き
た
か
?
、
に
つ
い
て

の
西
周
か
ら
戦
国
に
至
る
人

の
禺
に
対
す
る
観
念

の
変
転
を
示
す
表

と
し
て
次
頁
の
表
を
掲
げ
示
す

(『古
史
辮
』
第

一
冊

=
壬
ニ
ー

=
二

四
頁
)
。
き
わ
め
て
明
快
な
表

で
あ
る
。
顧
氏

に
説
明

の
文

は
な

い

が
、
引
用
者
の
方

で
、
以
下

に
、
こ
の
表
を
言
葉

に
置
き
換
え
表
し

て
み
る
。

右
上

の

「天
神
」
と
し
て
の
禺
が
、
西
周

か
ら
左

の
東
周
～
戦
国

へ
向
け
、
左
下

の

「人
王
」

へ
と
変
わ

っ
て

い
く
過
程
を
、
史
料
を
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周西周東國職

【
一 一 一 一 一一_一 ■ 一

麓轡
・,r.

1詩 晒
浪 泣を臓樋政?

搬 購3武う範?

天

紳
vv

AA

受1夏
瞬
暉 后

人

王

馨1薯継
1聲,

以 AA

後
的
諸
子

AAAAA

箇 騒 糧 纏1左1悟仔 仔
織 鴨寛

vvvv

1禽1

写

1論1詩
を語 ≦悶
vl宮

v

全 日 、へ

不 駕 個

り

り

以
後
的
諸
子
全
不
能
脱
此
観
念
不
備
翠

配
列
し

て
示
す
。
史
料

の
最
古
の
も
の
は

『尚
書
』
呂
刑
で
あ
る
。

次
い
で

『詩
纒
』
小
雅

(信
南
山
)
、
大
雅

(文
王
有
聲
・韓
変
)
が

來

る
。

こ
れ
ら
が
禺

の
天
神
性
を
示
す
西
周
期

の
資
料
で
あ
る
。
東

周
に
入
る
と
、
こ
れ
に

『尚
書
』
立
政
と
同

「洪
範
」、
お
よ
び

『詩

纒
』
商

頒

(長
畿

・
殿
武
)
が
加
わ

る
。
上
記

『尚
書
』
三
篇

に

は

?

が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、

「人
王
」
の
史
料
が
出
て

図表12〈 『古史辮』の禺に対する観念の変転〉

出所:『 古史辮』第1冊134頁 。

く
る
。
『詩
纒
』
魯
頒

・悶
宮

と

『論
語
』
で
あ
る
。

戦
国
に
至

る
と
、
天
神
史
料

は

『楚
僻
』
だ
け
と
な

り
、
代
わ

っ
て

「人
王
」
資
料
が
多
数
表
れ
る
。
『尚

書
』

(禺
貢
)、
『左
傳
』
『
國
語
』
『楚
群
』
『墨
子
』

『孟
子
』
『論
語
』
(尭
日
篇
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は

夏
后
が
舜

の
禅
譲
を
受
け
る
と
い
う
性
格
が
登
場
す

る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
は

「以
後
の
諸
子
は
以
上

の
観
念
か
ら
の
脱
け
出
す
こ
と
は
な
く
、挙
げ
な
い
」

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
史
料

の
展
開

の

中
に
読
み
と
れ
る
の
が
禺
の
天
神
か
ら
人
王

へ
の
転

化
で
あ
る
。

次

い
で

「後
論
」
を
見
て
み
よ
う
。

「後
論
」
は
、
前
記
し
た
よ

う
に
基
本
的
な
論
旨
に

は
変
わ
り
は
な
い
。
よ
り
精
緻
詳
細
な
形

で
、
総
括

的
に
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
基
本
的
に

一
致
す
る

点
は
省
略
し
、
新
た
に
付
け
加
わ
っ
た
点
に
重
点
を

置

い
て
紹
介
す
る
。

「後
論
」
で
は
、
禺
に
天
神
性
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
禺

の
神
と
し

て
の
職
能
は
土
地
神
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
は

「前
論
」
と
同
じ

で
あ
る
が
、
「後
論
」
で
は
そ
の
神
話
的
性
格

が
特

に
強
調
さ
れ
、
次

せ
ん
が

い
き
ょ
う

の
神
話
的
性
格
を
持

つ
文
献
資
料
が
挙
げ
ら

れ
る
。
『山
海

経
』
海

え

な
ん

内
経
、
『
墨
子
』
尚
賢
篇
、
『尚
書
』
洪
範
、
『楚
僻
』
天
間
、
『准
南
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じ

ち

け
い

子
』
墜
形

訓
で
あ
る
。
引
か
れ
た
資
料
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

『山
海
経
』
海
内
経

禺

・
縣
は
始

め
て
土
を
布

き
九
州
を
定
め
た
。
洪
水
が
天
を
浸

す
程
で
あ

っ
た
時
、
縣
は
天
上
か
ら
息
壌
な
る
土
を
盗
み
洪
水

を
埋
め
よ
う
と
し
た
。
帝

の
命
令
な
し
に
そ
れ
を
や

っ
た
た
め
、

帝

は
祝
融

に
命
じ
て
縣
を
羽
山
で
処
刑
し
た
。
縣

の
腹
か
ら
禺

が
生
ま
れ
た
。
帝
は
禺
に
命
じ
て
土
を
布
き
九
州
を
定

め
た
。

こ
こ
で

の

「帝
」
は
上
帝

つ
ま
り
天
上
の
帝
で
あ
る
。

『墨
子
』
尚
賢
中
篇

昔
、
伯
縣
は
帝

の

「元
子
」

(嫡
男
)
で
あ

っ
た
。
帝

の
持

つ

徳

・
有
用
さ
を
台
無
し
に
し
た

(「屡
帝
之
徳
庸
」
)
た
め
、
羽

山

の
郊
外

で
処
刑
さ
れ
た
。
…
…
天
が
能
く
な
し
得
る
者
と
し

て
使

っ
た
者
は
誰

で
あ

っ
た
か

(
「天
之
所
使
能
者
誰
也
?
」)
。

そ
れ
は
昔
の
禺

・
稜

・
皐
陶

で
あ

っ
た
。

墨
子
中

で
か
れ
ら

(縣
・禺
)
は
上
帝
の

「親
属
」
(肉
親
)
で
あ
る
。

『尚
書

』
洪
範

『楚
僻

』
天
間

鵬

(と
び
)

(前
掲
参
照

省
略
)

と
亀
が
街
え
引

っ
張
り
、
縣
は
何
故
引

っ
張
る
ま

ま
に
な

っ
て
い
た
か
。

縣
は
従
順
に
も
功
績
を
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ

を
帝
は
何
故
処
刑
し
た
の
か
。
永
く
羽
山
に
止
ど
め
ら
れ
た
ま

ま
、
何
故
三
年
間
も
そ
の
処
刑
を
実
施

し
な
か
っ
た
の
か
。

伯
禺
は
縣
の
腹
か
ら
生
ま
れ
た
。
何
故
そ
う
し
た
変
化
が
起

こ
つ

た
の
か
。

前
に
鯨
の
や
ろ
う
と
し
た
事
業
を
継

い
で
つ
い
に
父
の
功
を
完

成
さ
せ
た
。
何
故
始
め
の
業
績
を
続
け
継
い
で
、
そ
れ
で
い
て

二
人
の
計
画

の
中
身
は
違

っ
た
の
か
。

大

い
な
る
泉
は
極
め
て
深
い
の
に
、
何

を
も

っ
て
置
き
埋
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
。

大
地

は
方
形

で
九
則

(九
州
)
に
分
か
れ
、
何
を
も

っ
て

「墳
」

(高
く
)
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

応
龍

は
何
を
描

い
た
の
か
。
河
と
海
は
ど
こ
を
通
る
の
か
。

縣
は
何
を
営
み
、
禺
は
何
を
成
し
た
の
か
。

九
州
は
ど
こ
に
置
か
れ
、
川
や
谷
は
ど

こ
に
ま
た
が
る
の
か
。

(以
下
、
毘
器
山
部
分
も
関
連
あ
る
と
し

て
紹
介
す
る
が
、
省
略
)

「後
論
」

は

『天
間
』
の
縣
・禺

の
果
た
し
た
業
績
を
以
下

の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
る
。
縣
は
鴉

(と
び
)
と
亀

の
指
示
通
り
に
治
水
す

る
が
、
成
功
し
ょ
う
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
帝
に
処
刑
さ
れ
て
し

ま
う
。
羽
山
に
三
年
拘
禁
さ
れ
て
伯
禺
が
縣

の
腹
か
ら
変
化
し
出
て

き
た
が
、
禺
は
縣
の
仕
事
を
継
続
し
極

め
て
深

い
洪
泉
を
埋
め
平
ら
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に
す
る
。
九
州
の
地
を
高
く
土
地
を
積
み
重
ね
る
。
ま
た
応
龍

の
助

け
で
治
水
し
、
九
州
を
安
定
さ
せ
る
。
川
や
谷
を
掘
り
、
東
西
南
北

の
長
さ
を
計
算
す
る
。
さ
ら
に
天
帝

の
下
都
な
る
毘
器
山
を
安
定
さ

せ
、
こ
う
し
た
行
為
に
よ
っ
て
こ
の
世

(宇
宙
)
は
平
穏
に
定
ま

っ

た
の
で
あ
る
。

ち

け
い

『准
南
子
』
墜
形
訓

禺

は
太
章
に
東
極
か
ら
西
極
ま
で
の
距
離
を
測
定
さ
せ
る
。
二

し
ゅ
が

い

億

三
万
三
千
五
百
七
五
歩
で
あ
る
。
竪
亥

に
北
極
か
ら
南
極
ま

で
を
測
定
さ
せ
、
同
じ
く
二
億
三
万
三
千
五
百
七
五
歩
で
あ
る
。

洪
水

の
淵
の
深
さ
を
計
る
が
、
三
百
例
以
上
、
二
億
三
万
三
五

五
九
里
で
あ
る
。
禺

は
息
土
で
洪
水
を
埋
め
そ
れ
で
も
っ
て
名

山

と
す
る
。
昆
命

の
虚
の
下

の
土
を
掘
る
。
昆
命
中
に
は
増
城

の
九
重
が
あ
る
。
そ
の
高
さ
は

一
万

一
千
里

一
四
歩
二
尺
六
寸

で
あ
る
。
傍
ら
に
四
四
〇

の
門
が
あ
る
。
ま
た
井
戸
が
あ
り
、

ぎ
ょ
く
こ
う

「玉

横
」
(玉
器
)
が
そ
の
西
北

の
隅
に
結
ば
れ
て
い
る
。
北
門

け
ん

ぽ

は
開

く

と

不

周

の

風

を

中

に

入

れ

る

。

傾

宮

・
旋

室

・
縣

圃

・

は
ん
と
う

し
ょ
う
こ
う

涼
風

・
奨
桐
が
昆
命
の
間

閾

(門
)
の
中
に
あ
る
。

こ
れ

は
前
掲

『天
間
』
に
対
す
る
回
答

で
あ
る
と
顧
論
は
い
う
。

以
上
か
ら
、
洪
水
は
縣

・
禺
が
息
土
で
も
っ
て
埋
め
平
ら
に
し
た
。

九
州

は
縣

・
禺
が
定
め
た
。
川
谷
名
山
は
か
れ
ら
に
よ
っ
て
造
成
さ

れ
た
。
禺

は
人
を
使

っ
て
東
西
南
北

の
極
間
の
距
離
を
測
定
さ
せ
た
。

天
上
か
ら
毘
器
ま
で
掘
り
下
げ
た
。
以
上

の
こ
と
は
帝

の
子
、
帝

の

孫
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
彼
等

の
本
領
は
そ
れ

よ
う
こ
く

ぐ

え
ん

も
う

こ
く

の
み
な
ら
ず
、
太
陽
が
陽
谷
を
出

て
、
虞
淵
に
入
り
、
蒙
谷
の
浦
に

到
る
。
九
州
を
行
き
七
舎
し
て
、
五
億

一
万
七
三
〇
九
里
を
行
く
。

禺
は
そ
れ
に
よ
っ
て
朝
昼
夜
と
す
る
。
禺

の
本
領
は
太
陽
を
も
駆
使

で
き
、
全
く
上
帝

の
化
身
そ

の
も
の
で
あ
る
。

「後
論
」
で

「前
論
」
修
正
の
大
き
な
箇
所

は
禺
の
起
源
の
地
で
あ

る
。

「前

二
」
論

の
禺
の
起
源
を
南
方
會
稽
と
す
る
説

は
修
正
さ
れ

せ
い
じ
ゅ
う

て
、

「後
論
」
で
は
禺
は
西
戎

か
ら
出
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は

次
で
あ
る
。

『尚
書
』
呂
刑

(前
掲
)
は
、
西
周
穆
王

の
時
、
穆
王
の
命
で
呂
侯

し
ょ
く
け

い

が
夏

(禺
)
の
贈

刑

の
法

に
つ
い
て
述

べ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

レさ

よ

う

呂
侯
が
姜

姓

の
大
宗
で
あ
り
、
戎
族
で
あ
る
。
呂
刑
に
は

「乃
ち
三

后

(回
伯
夷
、
禺
、
皐
陶
)
に
命
じ
、
禺
は
水
土
を
平
ら
げ
、
名
あ

し

ゆ
う

る
山
川
に
主
た
り
」
と
言
い
、
苗
民
の
蛋
尤
が
乱
を
な
し
た
そ
の
昔
、

上
帝
は
蚤
尤
に
苦
し
む
庶
民
を
救
う
た
め
に
伯
夷
と
禺
と
稜
の
三
后

に
命
じ
、
伯
夷
は
刑
を
下
し
、
禺
は

「水
土
を
平
ら
げ
」
「名
あ
る
山

ま

川
に
主
た
り
」
、
稜
は

「種
を
降
し
播
い
た
」

の
で
あ
る
。
伯
夷
も
姜

姓
で
あ
り
、
禺
は
こ
う
し
た
姜
姓
族

の
宗
神

で
あ
る
。
証
拠
と
し
て
、

そ
の
他
に
も
、
呉
越
春
秋
、
後
漢
書
、
新
語
、
史
記
集
解
中

に
引
く

皇
甫
諸
、
太
平
御
覧
に
引
く
尚
書
緯
帝
命
検
、
潜
夫
論
中

の
文
が
挙

げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に

『詩
纒
』
商
頒
・長
畿
、

『國
語
』
周
語
下
、
『墨
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子
』
非
攻
下
等
、
禺
が
西
戎
と
関
連
す
る
資
料
が
多
数
あ
る
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
。

「後
論
」
で
は
次

の
よ
う
に
結
論
す
る
。
呂
刑
篇
の
呂
侯
は
姜
姓
の

大
宗

で
あ
り
、
戎
族
で
あ
る
。

そ
の
国
に
遺
さ
れ
た
書
が
呂
刑

で
あ

る
。
そ

の
呂
刑
篇
で
禺
に

つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
何

よ
り
も
禺
が
西
戎
で
あ

っ
た
証
拠

で
あ
る
。
戎
族
は
嵩
山
を
居
住
地

と
し
、
「九
州
の
戎
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
九
州
は
中
国
全
土
を
指
す

も

の
で
は
な
く
、
中
国
西
北
部

の
地
を
指
す
地
名

で
あ
る
。

こ
う
し

た
九
州
が
、
禺
貢
等
で
禺
が
九
州

(全
土
)
を
治
め
た
と
す
る
話

へ

と
発
展
変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
「九
州

の
戎
」
を
始
め
と
し
、
そ

の
他

「禺
は
西
戎
に
興
る
」
等
、
戎
族
と
関
連
し
た
禺
に
つ
い
て
の

記
録
が
多
い
こ
と
。
こ
れ
が
禺
即
戎
族

の
証
拠
で
あ
る
。

以
上
が

「後
論
」

の
論
点

の
要
旨
で
あ
る
。

以
上

の
顧
氏
論
を
今
日
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
れ
ば
よ

い
か
。
以
下
で
も
っ
て
検
討
を
進
め
た
い
。

五

こ
こ
で
、
顧
氏
論

の
検
証
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
と
方
法
で
も

っ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
論
が
ど
の
よ
う
な
資
料
を
用

い
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
用

い
な
か

っ
た
か
、
で
あ
る
。
資
料
が
ど
れ
ほ
ど
の
信
頼
性
を
持

つ
か
、

こ
れ
は
き
わ
め
て
肝
要
な
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
を
今
日
的
な
時
点
に

立

っ
て
明
確

に
し
、
そ
の
妥
当
性
を
問
題

に
し
た
い
。
次

い
で
、
そ

の
資
料
と
し
て
用
い
た
文
献
中
の
諸
篇
が
時
代
的
に
そ
れ
ぞ
れ
何
時

の
も

の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
資
料

で
あ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
内
に
複
雑

で
困
難
か
つ
微
妙
な
問
題
を
は
ら
み
、
必
ず
し
も
充
分

に
は
明
ら
か
に
し
難

い
こ
と
だ
が
、
試

み
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
は
あ
る
。
次

い
で
、
資
料
中

の
言
葉
の
意
味

の
解
釈
で
あ
る
。

そ
れ
が
ど
こ
ま
で
妥
当
か
。
そ
し
て
、
そ

の
解

釈
の
上
に
立

つ
論
理
・

理
論
の
展
開
が
ど
う
な
さ
れ
て
い
る
か
。
以
上

の
上
に
立

っ
て
、
結

論
を
検
証
す
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
、
全
体

を
通
じ
て
取
ら
れ
た
基

本
的
な
観
点
と
方
法
論
と
を
問
う
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
総
じ

て
、
疑
は
疑
、
不
確
か
は
不
確
か
、
不
明
は
不
明
と
し
て
、
無
理
矢

理
結
論
を
出
す
の
は
慎
ま
ね
ぼ
な
ら
な
い
と

心
得

て
い
る
。

ま
ず
、
文
献
資
料
の
検
討
か
ら
入
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、

こ
の
文
献

資
料
中
、
最
も
重
要
な

『尚
書
』
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
。
『尚

書
』
は
、
中
国
古
代
史

の
文
献
中
、
最
も
古

く
か

つ
最
も
大
き
い
文

献

で
あ
る
。
し
か
も
こ
の

『尚
書
』
は
最
も
複
雑
で
か
つ
最
も
難
解

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
文
献

で
も
あ
る
。
文
献
資
料
問
題

の
中
で
、

最
大

の
問
題
を
な
す
。
一
般
的
に
言

っ
て
そ
う
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、

こ
の
禺

の
問
題
に
お
い
て
も
、
同
書

は
最
大

の
問
題
で
あ

っ
て
、
問

題

の
焦
点
を
な
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

『尚
書
』
中
、

「尭
典
」

だ
い

う

ぼ

こ
う

よ

う
ば

え
き
し
ょ
く

「舜

典
」

「大
禺
護
」

「皐
陶
護
」
「益

稜
」

「禺
貢
」

「五
子
之
歌
」

ち
ゅ
う
き

し

こ
う

「仲
題
之
諾
」
「洪
範
」
「呂
刑
」
の

一
〇
篇
が
禺

の
資
料
で
あ
る
。
(以
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上
は

『古
文
尚
書
』
に
よ
る
篇
名
で
、
『今
文
尚
書
』
で
は

「尭
典
」

「舜
典
」

は
分
割
せ
ず

一
篇
。

「皐
陶
誤
」
「益
稜
」
も

一
篇
。

「大
禺

護
」
「五
子
之
歌
」
「仲
魑
之
諾
」
は

"偽
"
と
さ
れ
る
晩
篇

で
あ
る
。
)

内
、
「大
禺
護
」

「皐
陶
護
」

「益
稜
」
「禺
貢
」
で
は
、
禺
が
主
役
の

役
割
を
担

っ
て
さ
え
い
る
。
禺
に
関
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
資
料

で

あ
り
、

こ
れ
を
ど
う
扱
う
か
は
、
禺

の
本
性
の
推
測

に
決
定
的
な
影

響
を
持

つ
。
ま
た

「洪
範
」

は
中
国
思
想
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
意

味
を
持

つ
文
献
だ
が
、
篇
中

で
、

こ
れ
は
禺
が
述

べ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
『尚
書
』
に
つ
い
て
、
や
や
立
ち
入

っ
て
述

べ
た
い
。

馬
雍

『《尚
書
》
史
話
』
は
述
べ
て
い
る
。
「『尚
書
』
の
歴
史

は
中

国
学
術
史
上
、
著
名
な
難
題

で
あ
り
、
非
常
に
複
雑

で
あ
る
。
関
係

す
る
原
始
期
の
情
報

は
矛
盾
交
錯
し
、
後
世

の
学
者

の
論
断
異
説
は

紛
々
と
し
、
幾

つ
か
の
重
大
な
問
題
も
現
在
ま
で
に
い
ま
だ
円
満
な

　　
　

解
答
を
得
ら
れ
て
い
な

い
」。

『尚
書
』
は
中
国
で
最
古

の
文
献
で
あ
る

「五
経
」

つ
ま
り

『易
』

『書
』
『
詩
』
『禮
』

『春
秋
』

の
う
ち
の

一
で
あ
り
、
そ
の
中

で
も
、

前
記
し
た
よ
う
に
最
も
古
く
か

つ
最
も
重
要
な
文
献

で
あ
る
。
『尚

書
』
は
古
く
は

『書
』
と
の
み
呼
ぼ
れ
た
。
そ
れ
は

『詩
』
と
の
み

呼
ば
れ
た

『詩
纒
』
同
様
に
、
普
通
名
詞

「書
」
(11
書
く
、
書

い
た

物
)
、
「詩

」
の
呼
び
方

で
も

っ
て
特
定

の
書
名
を
指
し
た
の
で
あ
る
。

『尚
書
』
の
呼
称
は
漢
代
に
始
ま
る

(伏
生
の

『尚
書
大
傳
』
)
。
「尚
」

の
意
は

一
般

に

「上
」

で
あ
り

「上
古
」
を
指
す

つ
ま
り

「上
古
の

書
物
」
の
意
と
す
る

(伝
尚
書
孔
安
國
序
に
よ
る
。
『史
記
』
も
こ
れ

ハヨ
　

に

よ

る

か

の
如

く

で

あ

る

)
。

他

に

も

「尚

」

は

「
上

」

で

あ

り

、

「上

」

は

「上

天

」

の
意

と

す

る

(鄭

玄

説

)
。

こ
れ

は

「尊

い
」

つ

ま

り

「尊

い
書

」

の
意

と

も

解

さ

れ

よ

う

か

。

さ

ら

に

、

「尚

」

は

か
み

「上
」
で
、
「上
」
つ
ま
り
日
本
語
の

「お
上
」
(支
配
者
を
指
し
て
言

う
)

の
意
と
す
る

(王
粛
説
)
が
あ
る
。
『
書
経
』
と
も
よ
ぼ
れ
る

が
、
『書
経
』
と
よ
ば
れ
る
の
は
、
ず

っ
と
後

世
の
明
代
に
起

こ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
漢
代
に
も

「書
纒
」
の
語
は
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は

〈『書
』
の

「経

(11
経
文
)
」〉
の
意

で
、
〈
『書
』
の

「傳
」

(伝
"
伝

承
さ
れ
る
注
釈
)
〉
に
対
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
上
記
、
馬
雍

『《尚

書
》
史
話
』
は
続
け
て
言
う
。
「
こ
の
書
自
身

、

一
段
の
紆
余
曲
折
し

た
歴
史
を
持

っ
て
い
る
。
『尚
書
』

の
原
本

は
言
わ
れ
る
所
に
拠
る

と
、
秦
末

の
秦
始
皇
帝

の
焚
書
坑
儒

に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

前
漢

の
始
め
に
、

一
本

の
残
本
が
現
れ
る
。
間
も
な
く
、
も
う

一
本

の
残
本
も
出
て
く
る
。
前
者
は

『今
文
尚
書

』
と
呼
ば
れ
、
後
者
は

『古
文
尚
書
』
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
書

は
最
後
に
失
わ
れ

て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
東
脅
の
初
め

(四
世
紀
)
、
突
然

一
冊
の
来

ば
い
さ
く

歴
不
明
の
本
が
登
場
す
る
。
梅
蹟
が
後
者

の

『古
文
尚
書
』
が
あ

っ

た
と
し
て
献
上
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
が
唯

一
の

『尚
書
』

と
し
て
通
用
す
る
。
現
在
、
通
行
す
る

『尚
書
』
も
こ
の
本
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
世
の
学
者
達
に
よ
っ
て
、
こ
の
本

の

一
部
は
偽
書
で
あ

る
と
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『今
文
尚
書
』、
『古
文
尚
書
』
、

お
よ
び

『儒
古
文
尚
書
』

の
三
者
は
た
い

へ
ん
複
雑
な
問
題
を
抱
え

tSo



て
い
る
。
そ
れ
は
我
が
国
学
術
上

の
紛
糾

の
最
大
且

つ
論
争
の
最
も

激
し
い
伝

奇
性

に
富
ん
だ
案
件
だ
と
言
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

『尚
書
』
が
そ
の
始
め
、
何
時
、
ど

の
よ
う
な
経
過
で
成
立
し
た
か

は
、
最
終

的
に
分
か
っ
て
い
な
い
。
先
秦
時
代
の
春
秋
期

(前
八
世

紀
～
前

五
世
紀
)
の
多
く
の
文
献
中
に
そ
の
引
用
を
見
、
『左
傳
』
『國き

語
』
等

の
先
秦
文
献
中

に
多
数
、
言
及
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
劉
起

う

　　
　

釘

『尚
書

源
流
及
傳
本
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
回
数
は
、
先
秦
文
献
二

〇
種
中

で
三
三
二
次
に
及
ん
で
い
る
。
「書
に
曰
く
」
と
か
、
「虞
書
」

「夏
書
」

「周
書
」
に

「曰
く
」
と
か
、
篇
名
を
引
く
等

の
形
を
取

っ

た
り
、
書

名
な
し
で
の
引
用
も
あ

っ
た
り
す
る
。
引
用
文

に
は
現
存

『尚
書
』
中

に
出
る
文
も
あ
れ
ば
、
出
て
こ
な

い
文
も
多
数
あ
る
。

『尚
書
』
中

に
は
、
上
古

の
伝
説
時
代

で
あ
る
尭
、
舜

の
時
代
に
始

ま
り
、
東

周
春
秋
時
代
半
ぼ
、
秦

の
穆
公

(前
六
五
九
～
前
六
二
〇
)

時
ま
で
の
記
載
が
載
る
。
王
の
言
説
を
主
と
し
て
記
す
。
現
存
す
る

中
国
最
古

の
書
籍
目
録

で
あ
る

『漢
書
』
藝
文
志
に
は
、

「
(古

の
)

左
史
は
言
を
記
し
、
右
史
は
事
を
記
す
。
事
は

『春
秋
』
、
言
は

『尚

書
』
な
り
」
と
記
し
て
お
り
、
王
の
左
右
の
史
官
が
そ
れ
ぞ
れ
王

の

言
と
動

の
記
録
を
分
担

し
た
と
さ
れ
て
お
り

(『禮
記
』
玉
藻
篇
で
は

左
右
が
逆
)
、
そ
の
言
の
記
録
が

『尚
書
』
、
行
動

の
記
録
が

『春
秋
』

ぽ

と

な

っ
た

と

述

べ

て

い

る
。

そ

の
言

の
内

容

に

よ

っ
て
、

典

・
護

・

こ

ロつ

訓

・
諾

・
誓

・
命

の
六

体

が

あ

る

(孔

傳

に

よ

る
)
。

典

は

典

範

と

さ

れ

る
文

、

護

は

、

は

か

り

ご

と

・
理

念

、

訓

は
教

え

、

詰

は

告

げ

ら

れ
た
言
葉
、
誓
は
戦

い
に
臨
む
軍

の
誓
い
、
命
は
命
令
で
あ
る
。
唐

の
孔
穎
達
は
、
そ
れ
に
貢

・
歌

・
征

・
範
の
四
体
を
加
え
る
。
貢

は

貢
ぎ
物

の
記
、
歌
は
歌
、
征
は
征
伐

の
記
、
範
は

「洪
範
」

の
如
き

規
範
と
な
る
範
疇
の
記

で
あ
る
。

今
文

・
古
文
尚
書

の
テ
キ
ス
ト
で
は
、

い
わ
ゆ
る

「其

の
字
は
則

ち
異
な
り
、
其
の
蹴
は
異
な
ら
ず
」
で
、
纒
文

の
文
字
に
は
若
干
の

出
入
り
は
あ
る

(例

:

「呂
刑
」
と

「甫
刑
」
)
も

の
の
、
全
体
と
し

て
内
容
に
は
大
き
な
差
異
は
な
い
。
文
字

の
書
体
が
隷
書

(日
今
文
)

と
古
文

の
違

い
が
あ
る
も
の
の
、
主
要
な
違

い
は
分
章
断
句
と
解
釈

の
相
異

に
あ
る
。

篇
数
は
三
書
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
ま
た

一
篇
を
分
割
す
る

・
し

な

い
の
数
え
方
が
異
な
る
。
単
純

に
比
較
は
で
き
な
い
。
存
篇

・
侠

篇
合
わ
せ
、
『今
文
尚
書
』
で
二
九
篇

(内
、
存
篇

二
八
篇
)、
『古
文

尚
書
』

で
五
八
篇

(内
、
存
篇
三

一
篇
)
、

『晩
書
古
文
尚
書
』
11
い

わ
ゆ
る

『儒
古
文
尚
書
』
で
五
八
篇

(全
存

)
で
あ
る

(後

二
者
五

八
篇

の
中
身
と
な
る
篇
は
同

一
で
は
な
い
。
篇
名
は
同
じ
で
内
容
の

異
な
る
も
の
も
あ
る
)。
内
、
『今
文
』
二
八
篇
、
『古
文
』
三

一
篇
、

『晩
書
』
三
三
篇
は
、
内
容
は
ほ
ぼ
共
通
し
同

一
で
、
真

(偽

で
は
な

い
)
と
さ
れ
る
。
『漢
書
』
藝
文
志
で
は

『古
文
尚
書
』
を
四
六
巻
と

記
し
て
い
る

(班
固
の
注
に
五
七
篇
)
。
「巻
」
は
吊
書
、
「篇
」
は
簡

策
本
を
数
え
る
に
用
い
、
区
別
す
る
。
巻
末

、
図
表

15
・図
表

16
参

照
。
『尚
書
』
中
の
長

い
篇
で

「盤
庚
」
全
篇

1
2
8
5
字
、
「禺
貢
」

1
1
9
6
字
。
短

い
篇
で

「高
宗
形
日
」
8
6
字
、
「甘
誓
」
9
0
字

歴史と神話への視座(中)IgI



で
あ
る
。
全
体

で
は
2
万
4
5
5
8
字

(伝
孔
安
國
序
を
含
ま
ず
)
、

序
を
入
れ
て
2
万
5
6
6
1
字

で
あ
る
。
以
上
は

『晩
書
古
文
尚
書
』

に
よ
る
、
各
篇
序
を
含
む
字
数

で
あ
る

(顧
頷
剛
主
編
序

『十
三
経

ムら
　

引
得

・
尚
書
』
本

に
よ
る
中
島

の
集
計
)
。

書
は
、
虞
夏
書
、
商
書
、
周
書

の
三
部
分

(今
文
系
統

の
テ
キ
ス

ト
。
古
文
系
統
テ
キ
ス
ト
で
は
虞
書
、
夏
書
、
商
書
、
周
書

の
四
部

分

に
分

け
る
。
唐
書
閥
「尭
典
」
11
を
立

て
る
方
式
も
あ
る
)
か
ら
構

成
さ
れ

て
い
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
記
録
を
最
終

的

に
整

理
し
て
現
行
テ
キ
ス
ト
の
形
に
編
纂
し
た
の
は
春
秋
末

の
孔

　　
　

子

(前

五
五
二
～
前
四
七
九
)
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
孔
子

が
編
纂
し
た
テ
キ
ス
ト
は
も
と
も
と
百
篇
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

百
篇
全

て
は
、
後
世
に
は
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
ま
た
い
わ
ゆ
る

「百

篇

の
序
」
な
る
各
篇
の

「小
序
」
が
孔
子
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
梅
頗
献
上
本

『古
文
尚
書
』

の
中
に
そ
の
文

が
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
の
真
偽
を
め
ぐ
り
議
論
が
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の

『尚
書
』
な
ど
多
く
の
経
典

・
書
籍
は
、
秦

の
始
皇
帝

の
弾

圧
を
受

け
、
焚
書
坑
儒

(前

二

=
二
年
焚
書
、
前

二

一
二
年
坑
儒
)

に
よ

っ
て

『詩
纒
』
等
と
共
に

一
旦
世
上
か
ら
完
全

に
姿
を
消
す
。

当
時
、

秦

の
博
士

で
あ

っ
た
伏
生

(名
は

「伏
勝
」
と
も
さ
れ
る
)

な
る
人
物
が
も

っ
ぱ
ら

『尚
書
』
を
講
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
焚
書

坑
儒

の
際

に

『尚
書
』
を
壁
中
に
隠
し
た
。
漢
代

に
入

っ
て
、
禁
書

の
令

が
解

か
れ

て
、
そ

の
壁
中
の
書
を
探
し
取
り
出
し
た
と
こ
ろ
、

二
九
篇
が
探

し
当

て
ら
れ
た

(別
に
出
た

「泰
誓

(太
誓
)」
篇
を
こ

の
二
九
篇
中

に
数
え
る
か
否
か
の
両
説
が
あ
る
)。
伏
生
は
そ
れ
を

も

っ
て
斉

・魯

の
地
で

『尚
書
』
を
教
え
て
い
た
が
、
漢
の
文
帝

(在

ち
ょ
う
そ

位
、
前

一
八
〇
～
前

一
五
七
)
は
晃
錯
を
派

遣
し
、
す
で
に
九
十
余

歳

の
伏
生
か
ら

『尚
書
』
を
学
ば
せ
、
ま
た
伏
生
を
召
し
た
。

こ
の

伏
生
が
伝
え
る

『尚
書
』
は
、
漢
代
通
行

の
書
体

「隷
書
」
(
11

「今

文
」、
当
時
の
字
体
)
に
よ
っ
て
書
か
れ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
を

『今

文
尚
書
』
と
呼
ぶ
。

一
方
、
『古
文
尚
書
』
な
る
テ
キ

ス
ト
も
存
在
し

た
。
漢
の
景
帝

の
時

(在
位
、
前

一
五
七
～
前

一
四

一
)
、
魯

の
恭
王

が
孔
子
の
旧
宅
を
壊
し
て
宮
殿
を
建

て
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
や
は

り
そ
の
邸
宅

の
壁
中
か
ら
、
「古
文
」
で
も

っ
て
書
か
れ
た
多
く

の
書

(『尚
書
』
『論
語
』
『孝
纒
』
『禮
記
』
等
)
が
出

て
き
た
。

「古
文
」

と
い
う
の
は
、
「古

い
文
字
」
の
意
か
ら
、

「古
文
」
と

い
う
字
体
名

と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
正
統
的

な
字
体
で
あ
る
秦

の
書

体

「築
書
」

(大
築
、
小
築
)
と
異
な
り
、

い
わ
ゆ
る

「六
国
文
字
」

と
呼
ば
れ
、
戦
国
の
秦
以
外
の
六
国
、
特

に
主
と
し
て
魯

の
地
で
行

わ
れ
て
い
た
字
体
を
指
し
て
い
う
。
恭
王
は
こ
れ
ら
書
を
孔
家
に
返

し
て
、
孔
子
第
十

二
世

の
子
孫
、
孔
安
國
の
手
に
入
る
こ
と
に
な

っ

た
。
「古
文
」
は
当
時
す
で
に
読
め
な
く
な

っ
て
お
り
、
孔
安
國
は
こ

　フ
　

れ
を
読
み
解
き
、
隷
書

(
「今
文
」)
で
も

っ
て
書
き
直
し
た
。
こ
れ

が

『古
文
尚
書
』
で
あ
る
。
『
今
文
尚
書
』

と
比
較
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
二
五
篇
多
か

っ
た

(以
上
は
主
と
し

て

「伝
孔
安
國
尚
書
序
」

に
よ
る
)
。
『今
文
尚
書
』
お
よ
び
孔
安
國
伝

本

『古
文
尚
書
』
は
、

Ig2



後
、
漢
末

以
後

の
混
乱

の
中

で
他

の
諸
本
と
共
に
亡
侠
し
て
し
ま
う
。

漢
代

の

『古
文
尚
書
』
に
は
、
上
記
以
外
に
も
、
「河
間
献
王
本
」
「中

秘
本
」

(宮
廷
内
書
庫

に
秘
蔵

さ
れ
た
本
)、

「杜
林
漆
書
本
」、
東
莱

の
張
覇
偽
造
の

「百
雨
本
」

の
テ
キ
ス
ト
が
あ

っ
た
。

次

の
武
帝

(在
位
、
前

一
四
〇
～
前
八
七
)
は
、
董
仲
寄
の
献
策

ひ

ち
ゅ
つ

ひ
と

を
入
れ
、
「百
家
を
罷

馳
し

(し
り
ぞ
け
)、
濁
り
儒
術
を
尊
ぶ
」
体

制
が
取
ら
れ
、
「五
経
博
士
」
が
設
置
さ
れ
た
。
以
後
、
儒
学
が
他
を

圧
し
て
盛
ん
と
な
る
。
漢
代

の
経
学
に
は
今
文
学

・
古
文
学
の
問
題

が
大
き
な
問
題
と
し
て
あ
る
。
前
漢
に
は
今
文
学
が
全
体
を
支
配
し

た
。
今
文

(隷
書
)

の
経
書

の
テ
キ
ス
ト
を
採
用
し
た
学
が
学
界

の

大
勢
を
占
め
た

の
で
あ
る
。
『詩
纏
』
で
い
え
ば
、
齊
詩

・魯
詩

・韓

詩
が
今
文
の
テ
キ
ス
ト
を
用

い
た
今
文
学
派
で
あ
り
、
毛
詩
は
古
文

テ
キ
ス
ト
の
古
文
学
派

で
あ
る
。
今
読
む

『詩
経
』
は
こ
の
毛
詩

で

く

よ
う

で

ん

こ
く
り
ょ
う
で
ん

あ
る
。

『春
秋
』
で
い
え
ば
、

『公
羊
傳
』

『穀

梁
傳
』
が
今
文
系
統

の
テ
キ

ス
ト
、
『左
傳
』
が
古
文
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
『五
纒
』

そ
れ
ぞ
れ
に
今
文
派

・
古
文
派

が
あ

っ
た
。
司
馬
遷
は
若

い
時
、
今

と
う
ち
ゆ
う
じ
ょ

文
家
董

仲

討
に
つ
い
て

『公
羊
春
秋
』
を
学
び
、
古
文
家
孔
安
國
に

つ
い
て

『古
文
尚
書
』
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
前
漢
に
優
位
を

占
め
た
今
文
学

は

「大
義
微
言
」
(孔
子

の
主
張
が
微
妙
な
表
現

「微

言
」
に
よ
っ
て
盛
り
込
ま
れ
た
大
義
、
そ
の
隠
れ
た
意
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
)
に
主
眼
を
置

い
た
。
前
漢
後
期
に
勢
力
を
付

け
て
き
た
古
文
学
派
は

「訓
詰
章
句
」
(語

の
読
み

・意
味
、
章

・
句

の
解
釈
)
を
主
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
両
者

は
激
し
い
争

い
を
展

開
し
た
の
で
あ
る
。
な
お

『尚
書
』

の
前
漢

の
今
文
学
派
に
は

「今

文
三
家
」
が
あ
っ
た
。
欧
陽
氏
、
大
夏
侯
氏

、
小
夏
侯
氏
の
学
で
あ

る
。
後
漢
時
、

一
人
の
大
師
で
多

い
も

の
は

一
万
人

の
弟
子
が
い
た

と

い
う
。
そ
の
盛
況
ぶ
り
が
想
像

で
き
る
。

り
ゅ
う
き
ょ
う

劉

向
は
、
現
存
す
る
中
国
最
古

の
書
籍
目
録

『漢
書
』
藝
文
志

の

元
本

で
あ
る

『別
録
』
の
作
者

の

一
人
で
知
ら
れ
る
。
前
漢
最
大
の

り
ゆ
う
き
ん

経
学
者

で
あ
る
。
そ
の
末
子
、
劉

散
は
、
父
ら
に
よ
る

『別
録
』
に

依
拠
し
て

『七
略
』
を
作
り
、
そ
れ
が
直
接
、
班
固
の

『漢
書
』
藝

文
志

の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
劉
向

・
劉
敵

二
人

は
学
術

の
総
合
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
劉
敵
は
古
文

の

『左
傳
』
を
官
学

に
立

て
よ
う
と
し
て
動
い
た
が
、
今
文
学
派
と
の
抗
争
に
破
れ
た
。
特
に
、

彼
は
、
「新
」
な
る
王
朝

(西
暦
九
～
二
三
)
を
創
り
そ
の
帝
に
即
い

た
王
葬
と
の
係
わ
り
か
ら
、
近
代
の
康
有
爲

・
顧
頷
剛
ら
疑
古
学
派

に
よ
り
経
典

の
偽
作
者
と
し
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
る
人
物

で
あ
る
。

じ
ょ
う
げ
ん

次

い
で
、
漢
末
に
鄭

玄
が
登
場
す
る
。
鄭
玄

(
一
二
七
～
二
〇
〇
)
。

し
ゅ
う
え
き

ぎ

ら
い

し
ゅ
ら
い

『周

易
』
『毛
詩
』
『儀
禮
』
『周
禮
』
『論
語

』
『孝
経
』
等

に
注
を
加

え
、
多
く
の
著
述
が
あ
る
。
今
文
学

・
古
文
学
を
兼
ね
、
今
文
古
文

の
争

い
の
統

一
を
果
た
し
た
、
中
国
経
学
史

上
、
最
大
の
学
者
の

一

人
で
あ
る
。
著
述

の
大
部
分
は
侠
し
て
お
り
、
清
朝

の
馬
國
翰
に
そ

の
輯
侠
書
が
あ
る
。

そ
し
て
前
記
し
た
よ
う
に

『今
文
尚
書
』
『古
文
尚
書
』
共
に
漢
末

以
後
、
西
晋
永
嘉

の
乱
に
至
る
混
乱

の
中

で
失
わ
れ
て
し
ま
う
が
、

そ
れ
が
東
晋

の
始
め
、
元
帝

(在
位
三

一
七
～
三
二
三
)
の
時
に
豫
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ぱ

い
さ
く

い

章
郡

(今
の
江
西
省
)
の
内
史
梅
蹟

(
「磧
」
字
は

一
に

「願
」
字
に

も
作
る
)
に
よ
っ
て
、
孔
安
國

の
伝
え
た

『古
文
尚
書
』
が
あ

っ
た

と
し
て
そ
の
本
が
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

唐
代

の
始
め
、
学

の
南
北

の
混
乱
を
統

一
す
る
た
め
、太
宗
に
よ

っ

て

『五
経
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
正
し
い
テ
キ
ス
ト
と
解
釈
を
定

め
る
勅
命
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が

『五
経
正
義
』
で
あ
る
。
『尚
書
』

く

よ
う
た

つ

で
は
孔
穎
達

(五
七
四
～
六
四
八
)
に
よ
っ
て

『尚
書
正
義
』
が
撰

さ
れ
た
。
最
終
的
に
高
宗

の
永
徽
四
年

(六
五
三
年
)
に
全
国
に
頒

布
さ
れ
た
。
こ
の

『尚
書
正
義
』

に
使
わ
れ
た
の
が
、
梅
蹟
献
上
に

な
る

『
尚
書
』
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
後
、
開
成
石
経

に
刻

さ
れ
る
こ
と
と
な
る

(後
記
)。
こ
れ
が
現
在
読
ま
れ
る

『尚
書
』
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

春
秋
戦
国
か
ら
秦
漢

に
か
け
て
は
、
書
写

・
記
録
に
は

一
般

に
簡

吊

(簡

策
と
吊
書
)
が
使
用
さ
れ
た
。
紙
は
、
漢
初

に
は
す
で
に
使

わ
れ
始
め
て
い
る
が
、
後
漢

の
察
倫

(六
二
?
～

一
二

一
)
に
よ
る

発
明
と
も
言
わ
れ
る
改
良
が
な
さ
れ
、
学
術
を
含
む
文
化
に
新
し
い

時
代
が
到
来
し
た
。
西
巫日
の
左
思
の

「三
都
賦
」
が
争

っ
て
手
抄
筆

た
か

写
さ
れ
、
「洛
陽
の
紙

価
を
貴
か
ら
し
め
た
」
こ
と
は
有
名

で
あ
る
。

三
世
紀

の
事
態
で
あ
る
。
簡
吊

で
は
職
人
技
術
者
に
よ
る
筆
写
が
主

で
あ
っ
た
が
、
紙
に
な
る
と
、
次
第
に
著
者
そ
の
人
に
よ
る
筆
写
を

容
易
な
ら
し
め
て
い

っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
学
問
は
口
承
か
ら
書
写

へ

と
徐
々
に
移
行
し
て
き
た
が
、
紙

の
普
及
は
、
学
問
を
書
写

(手
抄
・

手
書
)

へ
と
変
え
る
の
に
大
き
く
預
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
手
抄

に
お
い
て
も
、
手
抄

の
手
間
と
書
き
誤
り
は
日
常
事
で
あ
る
。
十

一

世
紀

の
宋
以
後
、
印
刷
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
『尚
書
』
の
テ

キ
ス
ト
も
印
刷
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
劉
起
鉦

『尚
書

の
源

バ
　
　

流
及
び
傳
本
』
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「宋
以
後
、
『尚
書
』

テ
キ
ス
ト
は
多
く
他

の
群
経
と

一
緒
に
刊
行

さ
れ
た
。
『尚
書
』
の
そ

れ
ら
版
本

に
は

一
つ
の
特
色
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
版
刻
出
版
以
前

に

長
期
に
渉
る

"石
経
"
時
代
を
持

っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
石
経
時

代
に
は
、
す
べ
て
の
読
書
人
は
書
を
読
み
学
問
を
す
る
際
、
太
学

(大

学
)
に
行

っ
て
石
経
を
手
抄
し
た
、
或

い
は
そ
の
伝
抄
本
を
手
抄
し

た
の
で
あ
る
」。

伝
抄

の
不
確
か
さ
は
、
王
朝
を
し
て
、
儒

学
の
混
乱
を
免
れ
る
た

め
、
お
よ
び
官
吏
採
用
試
験
の
科
挙
の
た
め

に
、
基
本
テ
キ
ス
ト
を

定

め
る
必
要
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
の
た
め
、
石
に
刻
ん
だ
本
H
石
経

に
よ
っ
て
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『尚
書
』
の
テ

キ
ス
ト
も
ま
た
い
く

つ
か
の
石
刻
本
と
な

っ
て
、
そ
の

一
部
が
今
日

に
伝
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
石
経
に
は
次

の
三

つ
が
あ
る
。
共
に
『尚

書
』
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
た
い

へ
ん
大
き
な
意
義
を
持

つ
。

「窯
平
石
経
」
(図
表

13
参
照
)

:
後
漢

の
籔
帝

の
烹
平
四
年

(
一

七
五
)
か
ら
刻
石
が
始
め
ら
れ
た
石
碑

。
光
和
六
年

(
一
八
三
)

に
完
成
。
『易
』
『書
』
『詩
』
以
外
に

『儀
禮
』
『春
秋
』
『公

羊
』
『論
語
』
の

「七
経
」
の
テ
キ
ス
ト
が
刻
石
さ
れ
、
洛
陽
の

i84



太

学

前

に
立

石

さ

れ

た

。

総

計

、

2

0

万

0

9

1

1
字

。

隷

書

は

コ

ぶ

ん

の
字
体

(魏
以
後

「八
分
」
と
称
せ
ら
れ
て
標
準
と
さ
れ
る
新

隷

書
体
)
で
も

っ
て
刻
石
さ
れ

「
.
体
石
纒
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

刻

石

の
移
転
、
他

に
転
用
等

の
幾
多
の
変
遷
殿
損
を
経

て
、
現

存

の
残
石
字
は

一
万
字

に
足
ら
な
い
。
内
、
『尚
書
』
の
現
存
字

バ
リ

お

数

は

1

0

2

8
字

で
あ

る

。

こ

の

『
尚

井

』

は
今

文

系

統

、

欧

陽

氏

派

の

『
尚

書

』

で
あ

る
。

=
.一髄

石

纒

」
(図

表

14
参

照

)
:

「正

始

石

縄

」
と

も

言

わ

れ

る

。

魏

の
正

始

年

間

(
.
一
四
〇

～

.
、
四

九

)

の
刻

石

。

テ
キ

ス
ト

の

.
字

を

、

同

一
個

所

に
ヒ

か

ら
古

文

・
築

書

・
隷

書

の

三
字

体

で
刻

す

る
。

『
尚

書

』

『
春

秋

』

の

二
纒

が
刻

石

さ

れ

た

。

拓

本

と

残

石

が

残

る

。
『
尚

書

』

の
現

存

字

数

1

1

5

8
字

、
一..体

延

へ
い

し

べ

2

3

8

4
字

。

こ

の

『
尚

書

』

テ

キ

ス

ト

は
古

図表13〈 後漢 「嘉平石経」『尚書 ・般庚』篇残石〉

注:字 体は隷書=今 文

出所:蒋 善国 「尚it綜 述』上海占籍出版社、1988年 巻頭図版。

文
系
統
の

『尚
書
』

で
あ
る
。

「開
成
石
経
」

:
唐

の
文

宗
の
開
成

二
年

(八
三

七
)
完
成
。
十
二
繧

(後
の

『十
=
、纒
』
中
の

『孟
子
』
を
除
く
十
二
纒
)

の
刻
石
。

一
一
四

個

の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
経
文
6
5
万
0
2
5
2

字
。

こ
の
中

の

『尚
書
』
が
現
在
に
伝
わ
る

『尚
書
』
の
元
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
長
安
城
内

の
国
子
監
に
立

て
ら
れ
、
宋
時
に
現
西
安
市

の

碑
林
の
場
所
に
移
転

。
そ
こ
に
現
存
す
る
。
こ

れ
は
東
晋
の
梅
蹟
献
h
の
晩
書

『伝
孔
安
國
傳

承
本
尚
書
』
で
あ
る
。
こ
れ
が
存
在
す
る
唯

一

の

『尚
書
』
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
原
字
全
存
、

『尚
書
』
2
万
7
1
3
4
字
。

な
お
、
東
瞥

の
梅
蹟
献
上

の

「伝
孔
安
國
傳

『古

文
尚
書
』
」
は
従
来

↓
般
に

『偽
古
文
尚
書
』
と
呼
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ば

れ

て

お

り

、
「
偽

で

あ

る

こ
と

鉄

案

で
あ

る

」
と

言

わ

れ

て
き

た

。

だ

が

、

偽

で
あ

る

こ

と

果

た

し

て

"
鉄

案

"

な

の
か

ど

う

か

、

大

き

な

問

題

が

あ

る

と

私

は
考

え

て

い
る

。

後

で

も
触

れ

る

よ

う

に

、

従

来

偽

書

と

さ

れ

て
き

た

書

で
、

最

近

の
考

占

学

の
発

掘

に

よ

っ
て

、

実

物

が

地

中

か

ら
出

て

き

て
、

偽

が
否

定

さ

れ

た

も

の

は

た

い

へ
ん

多

い
。

『
鶴

占

文

尚

書

』

は
少

な

く

と

も

「真

中

に

偽

あ

り

、
偽

中

に

真

あ

り

」

で
あ

る
。

「
儒

書

」
と

い
う

。
言

で
片

づ

く

よ

う

な
単

純

な

問

題

で
な

い

こ
と

は

確

か

で
あ

る
..
今

こ

の
時

点

で
も

う

、
度

、

全

こ

こ

で

は

限

っ
て

図表14〈 魏 「正始三艘石経」『尚書 ・多士』篇残石〉

ゐ体 で 書か れ て い る、 乱体 はiか

o

注:テ キ ス トの ・字 が

ら 占 文 、 壌 井 、 隷1#F3
'f'戸斤:ト と1ノこ13にi司 じ

。

 

「晩

篇

」

呼

ぶ

こ

と

と

し

た
。

の

で
、

そ

の
場

合

は

、

こ
と

に

し

た

。

書

』

三

書

の
篇

名

の

一
覧

表

"
儒

"

お

よ

び

存

亡

を

対

照

し

た

「
梅

頗
、献

」

本

」

(
つ
ま

り

『
晩

書

』

た

だ

、

偽

だ

と

さ

れ

る
事

実

の
記

載

も

必

.要

な

で
き

る

だ

け

"
爾

"
と

い
う

形

で
表

記

す

る

巻

末

に

『
今

文

尚

書

』

『
古

文

尚

書

』

『
晩

書

占

文

尚

(
図

表

15

)

と

三

書

中

の
各

篇

の
真

.
覧

表

(
図
表

16

)

を

掲

げ

た

。

面

的

な

検

討

が

必

要

で
あ

る

と

考

え

て

い
る
。

従

っ
て

"
儒

書

"

と
呼

ぶ

の

は

先

入

観

を

与

え

て

し

ま

う

の

で
、

そ

れ

を

避

け

る
意

味

か

ら

、

こ

こ

で

は

「伝

孔

安

國
傳

『
占

文

尚

廷
日
』
」

(
「
孔

安

國

が
伝

承

し

た

」

と

伝

え

ら

れ

る

『占

文

尚

書

』
)
ま

た

は

「梅

願

献

卜

本

『
古

文

尚

書

』
」
と

呼

ぶ

の
が

適

当

で

は

な

い
か

と

考

え

て

い
る

。

ま

た

、

略

称

と

し

て

『晩

書

』

と

よ

ぶ
呼

び

方

も

あ

る
。

た

だ

、

こ

れ

が

梅

願
、献

ヒ

本

全

体

を

指

す

の

か
、

そ

の
内

の

.
爲

"
篇

だ

け

を

指

す

の
か

、

両

者

に
使

わ

れ

る

曖

昧

さ

が

あ

る
。

曖

昧

さ

を

避

け

る

意

味

合

い

か

ら

、

全

体

を

『
晩

書

』
、

偽

と

さ

れ

る

篇

に

の

「晩

篇

」

と

い
う

こ
と

)

と
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宋
代

に
印
刷
が
始
ま
っ
た

こ
と
は
、
紙
の
使
用

(後
漢
)

の
次

に

訪
れ
た
大
き
な
文
化
的
な
転
機

で
あ

っ
た
。
歴
代

の
官
学
に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
る
典
籍

の
標
準
テ
キ
ス
ト
と
い
う
役
割
は
、
石
経
に
代
わ

っ

て
、
国
子
監

(文
部
省

・
国
立
大
学
に
相
当
)
で
刊
行
さ
れ
る
典
籍

か
ん
ぽ
ん

11
「監
本
」
が
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
歴
代

の
王
朝
は
、
権

威
と
い
う
象
徴
的
な
意
味
合

い
も

こ
め
て
、
石
経
を
刻
し
続
け
た
。

唐
石
経

以
後
、
刻
さ
れ
た
石
経

に
は
蜀
石
経
、
北
宋
石
経
、
南
宋
石

経
、
明
石
経
、
清
石
経
が
あ
る
。

宋
以
後
、
思
想
史
的
に
は
、
社
会

の
発
展
に
対
応
し
た
新
し
い
段

て
い
こ
う

て
い

い

し
ゅ

き

階
に
入
る
。
宋
学
、
程
朱

(程
顯

・
程
願
、
朱
烹
)
の
学
と
呼
ば
れ

る
い
わ
ゆ
る

〈理
氣
二
元
論
〉
の
展
開

で
あ
る
。
「五
纒
」
に
代
わ

っ

て

「四
書
」

(『論
語
』
『孟
子
』
、
『禮
記
』
中

の

「大
學
」

「中
庸
」

こ

両
篇

の
四
書
)
が
提
唱
さ
れ
た
。
『尚
書
』
で
は
特
に

「人
心
惟
れ
危

こ

び

こ

せ
い

び

ま
ニ
と

そ

と

し
、
道
心
惟
れ
微
な
り
。
惟
れ
精
惟
れ
微
、
允

に
豚

の
中
を
執
れ
」

(晩
篇

"偲
"
篇

「大
禺
護
」)

の
考
え
が
そ
の
理
学

で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
宋
学
が

「道
学
」
と
呼
ば
れ
る
の
も
、
こ
の
句
に
因

む
。

一
方
、
『尚
書
』
学
術
史
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
宋
以
後
と

い
う
時
代
は
、
す
で
に
述
べ
来
た
よ
う
に
、
大
き
な
権
威
を
持

っ
て

い
た

「
伝
孔
安
國
傳

『古
文
尚
書
』
」

(東
脅

の
梅
瞳
献
上
本
)
が

"儒
"
と
見
な
さ
れ
て
い
く
過
程

で
も
あ

っ
た
。
現
在
も
読
ま
れ
る

『尚
書
』
は
、
前
記
開
成
石
纒
本

『尚
書
』
で
、
こ
れ
は
晩
書
、
梅
瞭

献
上
本

で
あ
る
が
、
宋
か
ら
明
清
に
か
け
て
、
こ
の

『尚
書
』

の

一

部
分
に
対
し
て
真
実
性
が
疑
わ
れ
、
孔
安
國
の
も

の
と
伝
え
ら
れ
る

「尚
書
序
」
お
よ
び

「傳
」
と
共
に

"儒
書
"
と
さ
れ
る
に
至
る
の
で

あ
る
。
こ
の

『儒
古
文
尚
書
』

の
問
題
、
お
よ
び

『尚
書
』
頭
三
篇

(『今
文
尚
書
』

の

「発
典
」

「皐
陶
護
」

「禺
貢
」
)

の
問
題

の
二
点

は
、
焦
点
中

の
焦
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
下
篇

で

章
を
改
め
て
述

べ
た
い
。

(続
く
)

注〈1
>

周

王

の
在

位
年

は

『夏

商

周
断

代

工
程

一
九
九

六

-
二
〇

〇
〇

年
階

段
成

果
報

告

・簡

本
』
二
〇

〇
〇

年

「夏
商

周
年

表
」

に
よ

る
。

以
下

同
。

〈
2
>

馬
雍

『《
尚

書
》

史
話

』
中

華
書

局

、

一
九

八

二
年

、

一
頁
。

〈
3
>

『史

記
』

「五
帝
本

紀

」
:

「太
史

公

曰
く

『
學
者

多

く
五
帝

を
構

す

こ
と
尚

し
　

。
然

れ

ど

『
尚
書

』
濁
り

尭

以
來

の
み
を
載

す
」
。
劉

宋

、
斐
駅

『史

記
集
解

』
:
「尚

、
上

也
。

久
遠

を

言

う
也

。
然

れ
ど

〈尚

　
〉
の
文

、
『
大
戴
禮

』
よ

り
出

る
」
。
帝
繋

篇

に

「黄
帝

尚

し
　
」
。

〈
4
>

劉
起

紆

『
尚
書

源
流

及
傳

本
』

遼
寧

大

学
出

版
社

、

一
九
九

七

年

、

四
-

二
四
頁
。

〈
5
>

『十

三
経

引
得

・
尚
書

引
得

』

北
平

恰
佛

學
舎

、

一
九

三
六
年

、

顧

頷
剛
主

編
序

。

〈
6
>

孔

子

の
生

年

は
、
従

来

は
多

く
前

五

五

一
と
す

る
が
、

最
近

は

前

五
五

二
が
正

し

い
と

さ
れ

る
。
参

照

、
黄

歴
鴻

・
呉
晋
生

「古

代

日

食
与

三
代
紀

年

」
『複

印

報
刊

資
料

k
21
』

一
九
九

八
年

第
六

期
。

〈
7
>

「伝

孔
安

國
尚
書

序

」
に

「爲

隷
古

定

」
と

あ

る
。
分

か
り

に
く

い
。

「隷

古

の
定

を
爲
す

」
、

あ

る

い
は

「
隷
古

を
爲

し
定

む
」

と
読

歴史と神話への視座(中)Igo



図表15〈 「尚書』三書諸篇一覧表〉

区 r今文尚書」 『古文尚書」 「晩書古文尚書」 全存
分 存亡 篇名 存 亡 存篇 亡篇 篇名 存 亡 真 晩篇 篇名1真 晩篇 字数

虞
1● 発典
(後半、舜典不分割)

Al is・! 1発典A 童1●
2● △

1発典A

舜典A一 ・部晩篇E
aaz

793
書 2 ○ 舜典1 F i

3 ○ 泪作 F
II

1

4^-12 〇 九共 F !
曾 ◎ 一 →.o

,
●

13 ○ 大萬謹 D 3 △ 大禺護 晩篇E 846

2● 答縣誓 A 14・ 廓陶誠A 4・ 皐陶護A 352
1(後半、益稜不分割) 5,・ 益稜A 622

一

夏
書

3●1禺 貢に一_
4● 甘誓

A
-
A

15

}ll・:
181

○ 棄榎 唱働

一 一!禺貢A

I甘誓 ↑⊃配一〇 五'之 歌

F

.-

D

6・
,

7●

8

1禺貢A

-OT一 馳・.

甘誓A
△1五 子之歌 晩篇E

1196

90

261

19 ○ 胤征 D 9 △,胤 征1 晩篇E 257一
5● 湯 誓 A 20・ 湯誓A 10・ 湯誓A 146

商 21 ○ 典賓 F

書
. 「

1 11 △'仲 ㎏之詰' 晩篇G 334

22 ○ 湯器 D 豊2 △ 湯詰 晩篇E 263
23 ○ 伊訓 D 13 △ 伊訓 晩篇E 346

24 ○ 蝉命 F

14 △ 太甲上 晩篇G
・ 1 15

,

△1太 甲中 晩篇G 607

1 1 16, △1太 甲下 晩篇G
1 zs ○ 威有一徳 D 17

1△ 威有一徳 晩篇E 289
1 26 ○ 原命 F

27--a ・ 盤 庚上AI4 18.・一 ↓一 一 盤庚上A◆一 ゆ

6●1盤 庚

i(全 一㈲

A 28

29
・
・
嘘 庚中A
盤庚下A

19i●

20'・

盤庚中A
l盤庚下A

i2ss

! 2且 △ 説命上 晩篇G
1

1

221

23
1A
会巌乱I
A

晩篇G
晩篇G

753

7'● 高 宗彫日

8●.西 伯識黎

A

A

3・1φ
31'・

'高宗形 日'
A

西伯猷黎A

一
24j・

25'・ 西伯識黎A
86
its

9● 微子 A 321・ 、微子A 26● 微子A 239
331 (列 太誓上1 B 27 △ 泰誓上 晩篇C

周
書
100泰 誓

1(全 一篇)
B 34-.一←

35

○ .木貿中 に
○ 太誓下

B
-

B
28i
29'

△ 泰 誓 中4_一_,。△

1泰 誓 下

晩篇C
-一 一一

晩篇C
835

11●1牧 誓 A 36

37

・

O

牧誓A
武成 D

301・

31

牧誓A
△ 武成 晩篇E

247
439

豊2●1鴻 範 A 38 ・ 1洪範A 32 ・ 洪範A ioaa
391 ○ 旅 整 D 33 D 旅終 晩篇E 223一r-◆ 一 一 一 一 一 一 一 o-→ r一 → →

13● 金縢 A 4ず℃ 金腺A 34'・
,

金縢A 禰
且4● 大詰 A 4置 ● 大器A 35・ 、大誰A 551

36; △ 微子之命 晩篇G 177
15●1康 話 A 42・

1康皓A
371・ 康譜A 920

● 晒 誰16

};'3擁

A

A

A

43

45

・
441・
45・

酒結A
ト レ

梓材A
召酷A

381●

39'.・
401・

i酒諾lA.梓材IA

I召譜A

674

256

732
19● 雄諮 A 46'・ 洛誰 A 411・

1洛詰A
768

20● 多士 A 47・ 多士 A 42・ 多士A 572
21● 無逸一 ● 一一 ← 一 一 一 A 48一 一 →一・ 無逸A 43 ・ 1無逸A

591
22●i君 爽 A 49'・ 1君 夷 ゜A

一 ●

44 ・ 君爽'A
一

ラ50
45 △ 蒙仲之命 晩篇G 253

23● 多方 A 50・ 多方A 46・ 1多方A 793
241● 立政 A 51'・ 立政A 47i・ 1立政IA

671
i

i 1-、
48 ●

49

△
,

△

周官1
0

置陳
晩篇G.一
晩篇G

473--
357

25例 離
。磯 糠)

A 521.-

53・
顧命1康王之誌

1

A

A

50

51

・
・
顧命A 627

275

52
1康王之CIA
△1畢 命 晩篇G 451

一 層 一 阜 一 53 △ 君牙 晩篇G 222陰 ◆ ← 一 一 一 〇 一 一 → 一 ■ 一一.一 一

54 ○ 曝命 D 54 △ 問命 晩篇E 240
26● 呂刑 A 55・ 呂刑A 55i・

1呂刑A
954

27● 文侯

28● 鮮 誓

A

A
56・
57i・

文侯之命IA
紫誓A

56'・
57・

I
I文侯之命A[
費誓A

216
184

29● 秦誓 A sal・ 秦誓A 581・ 秦誓A Zso
29 Zs 1 58131 27 S81133 25 24558

注:● は存篇 で真。 ○ は亡篇 で真。△ は晩 篇、 存。従来"儒"と されて い るもの。
序1103合計(含 序

)25661
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図表16〈 『尚書』三書"偏"存 亡篇対照一覧表〉

『今文尚書』
合計29篇

r-一 一 一 一 一 韓 一 〇 ロ ー

1

A

28篇

真 存

L-一 一 一一 一一 一一 一

聖

B真 亡
(泰誓全1篇} 国

l

L■■■一_一 一_一 一_●

『古文尚書』
合計58篇

A

31篇

真 存

ii

B真 亡
(泰誓L中 下3篇)

D真 亡

9篇

篇名右と同一、内容眞圏
F真 亡
15篇

L-.___..」

『晩書古文尚書』

合計58篇+序1篇
一 一 一 一 囎 一 一 一 一 一讐

9

A
彌M

真 存

團

一_一_一_一_.」

i

C偲 存
(泰鰯上中ド)内容慨1

左の書A～Gに 対応する篇名

鏡
存
篇

A

團團西伯裁黎微子
牧誓

洪範

金縢

大詰

康詰

酒誰

梓材

召詰

洛諾

多士
無逸

君爽

多方

立政 眞

存

禺貢
甘誓
湯誓

顧命

康王之詰

盤庚上
盤庚中
盤庚下

呂刑

文侯之命

費誓

秦誓1高宗彫日

BC泰 誓上 泰誓中 泰誓下

Et爲 存

9篇
驚名左と同一、内容偏

偲
存

DE

大萬護

五子之歌
胤征

湯諾

伊訓
威有一徳

武成
旅葵
問命

儒
存

G儒 存

13篇

圃
6-_一 一_・ 曽_一 一1

仲題之諾 説命上 周官
太甲上 説命中 君陳

儒
G 太甲中 説命下 畢命 存
太甲下 微子之命 君牙

察仲之命

は篇を分割するか しないかで

口 数え方が異なる篇

注:1)ア ル ファベ ットが同一の もの は内容 同一、異 なるものは内容異 を示 す。

2)Aの 篇数異 なるは、篇の数 え方 が異な る。

Aの 篇数 の数 え方が異な る個所

『今文尚書』 『古文尚書』 『晩書尚書』

(+3) (+2)

莞典 同左 発典 ・舜典

皐陶護 同左 皐陶護 ・益稜

盤庚 盤庚(上中下) 同左

顧命 顧命 ・康王之詰 同左

3)左 右の同一行 には同一篇名が列ぶ。

:.歴 史 と神話への視座(中)



〔図表15・16解 説 〕

A:現 存する真の 『尚書』篇。今文、古文、晩書の三書に共通する。

B:亡 侠した 「今文尚書』r古文尚書』篇、「泰誓」(太 誓)篇 。今文では 裏篇。古文 ・晩

書では上中下3篇 に数える。

C:Bと 篇名の同じ 「泰誓」篇だが、晩書では内容を異にし、"儒古文"篇 とされる晩篇。

DとE:篇 名 は同じだが、D『 古文尚書」は真、E『 晩書古文尚書』では内容は"儒 古

文"篇 とされる晩篇。

F:『 古文尚書』で亡侠 した篇で、篇名は晩書にでない。

G:晩 書で、『古文尚書』中にも篇名の出なかった篇、従来は"傭 古文"篇 とされてきた

晩篇。

○晩書中の 「発典」「舜典」は、『古文尚書』中の 「発典」の後半を分割 して 「舜典」とし

たもの。それに28字 の"儒"と されるものが付け加えられている。『古文尚書』の舜典

はそれ とは別で亡侠したとされる。「皐陶護」についても同様。r今 文尚書』 「皐陶護」

は、『晩書』では後半が分割され 「益稜」。『古文尚書』では 「益稜」と篇名のほぼ同じ

「棄稜」だが、これは亡侠 したとされる。

OFの 『古文尚書』亡篇の15篇 は、「九共」篇を9篇 に数えたもの。BDF27篇 は 「九

共」の数え方で19篇 になる。

O篇 の配列順は 『尚書正義」に掲げられた 『百篇序』による。ここでは 「百篇序』篇名は

紙幅の関係で示 していない。

む

か
。

「隷

古

の
定

」
と

は
、

「古

」
と

「隷
」

を

「定
」

(比
定

)
す

る

こ
と

で
、

一
字
、

一
字

、
古

文

の
字

が
ど

の
隷
書

字

に
当

た

る
か

を
比

定

し

て

い
く

こ
と
だ

ろ

う
。
陸
徳

明

『
纒
典

繹
文

』
(陳

后
主

至

徳

元

年

H
五
八

三
年

、

撰

)

「尚

書

音

義

」

で

「
隷
古

」

に

つ

い
て

「隷

書

を
用

い
古

文

を
爲

す

を
謂

う

」

と
説

明

し

て

い

る
。

『
晴
書

』

纒

籍

志

(唐
、

魏
徴
等

撰

)

で
は

「隷
古

字

を
以

て
之

を
窩

す
」

と

取

っ
て
い

る
。

こ
の
点

に

つ
い

て
は
古
来

多

く

の
説

が
あ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

〈
8
>

劉
起

鉦
、
前

掲
書

、

一
二
七

頁

。

〈
9
>

劉
起

釘
、
前

掲
書

「九

、
尚

書

的
各

種
傳

本
」

一
二
七

-
三

〇

五

頁

。

〈
10

>

同
右

。

〈
H

>

同
右

。
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